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話
法
と
語
り
の
声

田
　
原
　
い
ず
み

0. 

は
じ
め
に

　

典
型
的
な
物
語
に
お
い
て
、
物
語
全
体
を
通
し
て
基
盤
と
な
る
語
り
の

声
は
語
り
手
の
声
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
物
語
の
中
で
は
、
語
り
手
に
よ
っ

て
登
場
人
物
な
ど
語
り
手
以
外
の
意
識
主
体
の
思
考
や
発
言
が
報
告
さ
れ

た
り
、
語
り
手
を
介
さ
ず
に
登
場
人
物
の
声
で
表
現
さ
れ
た
り
す
る
こ
と

も
あ
り
、
そ
れ
が
顕
著
に
現
れ
る
の
が
話
法
を
伴
う
発
話
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
日
本
語
に
お
け
る
話
法
の
特
徴
を
明
ら
か

に
し
、「
語
り
の
声
」
と
い
う
観
点
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
と
日
本
語
の
話
法

の
特
性
を
考
察
す
る
。
さ
ら
に
、
伝
達
に
お
け
る
主
観
性
の
表
現
に
関
す

る
特
性
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
の
よ
り
深
層
に
及
ぶ
考
察
を
試
み
る
。

1. 

フ
ラ
ン
ス
語
の
話
法

1.1. 

フ
ラ
ン
ス
語
に
お
け
る
話
法
の
特
徴

　

フ
ラ
ン
ス
語
に
お
い
て
、
発
話
者
が
他
人
や
過
去
の
自
分
の
発
話
、
思

考
を
報
告
す
る
方
法
は
い
く
つ
も
存
在
し
、
そ
れ
は
純
粋
な
引
用
で
あ
っ

た
り
、
発
話
者
に
よ
る
要
約
や
判
断
・
評
価
が
加
え
ら
れ
た
り
と
内
容
の

伝
え
方
も
一
つ
で
は
な
く
、
発
話
の
形
式
だ
け
考
え
て
も
複
数
あ
る
。
こ

の
中
で
、
最
も
代
表
的
な
も
の
は
、
直
接
話
法
（d

isco
u
rs d

irect

）
と

間
接
話
法
（d

isco
u
rs in

d
irect

）
で
あ
り
、
こ
の
２
つ
の
話
法
は
、
日

常
的
な
会
話
で
も
小
説
な
ど
の
書
き
言
葉
で
も
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
次
の

（1）
、

（2）
が
そ
れ
ぞ
れ
直
接
話
法
と
間
接
話
法
の
典
型
的
な

例
で
あ
る
。

	

―
フ
ラ
ン
ス
語
と
日
本
語
の
場
合

―
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（1）　

Il a d
it : « Je su

is resp
o
n
sab

le d
e ce p

ro
jet. »

（2）　

Il a d
it q

u
’il était resp

o
n
sab

le d
e ce p

ro
jet.

（1）
と

（2）
で
は
、
ど
ち
ら
もIl

で
指
示
さ
れ
て
い
る
人
物
の
発
話
が
伝
達

さ
れ
て
お
り
、
伝
達
さ
れ
て
い
る
内
容
は
同
じ
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
発
話

に
お
い
て
も
、
伝
達
さ
れ
た
発
言
が
誰
の
も
の
で
あ
る
か
は
主
語
と
し
て

明
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
伝
達
さ
れ
て
い
る
の
が
発
話
で
あ
る
こ
と
は

d
ire

と
い
う
発
話
を
表
す
動
詞
の
複
合
過
去
形
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
分
か
る
。
こ
の
２
つ
の
発
話
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
直
接
話
法
と
間
接

話
法
は
伝
達
さ
れ
た
発
言
や
思
考
の
内
容
の
伝
え
方
と
形
式
で
区
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
直
接
話
法
は
、
典
型
的
に
は
発
話
や
思
考
を
引
用
符
で

あ
る
ギ
ユ
メ
（gu

illem
et

：« »

）
で
囲
み
、
形
を
変
え
ず
に
そ
の
ま
ま
伝

え
る
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
間
接
話
法
は
、
主
に
伝
達
さ
れ
る
発
話
・
思

考
の
内
容
の
み
を
伝
え
る
も
の
で
、
そ
の
内
容
はq

u
e

で
導
か
れ
る
従
属

節
の
中
で
表
さ
れ
る
。
ま
た
、

（1）
の
直
接
話
法
の
発
話
の« »

内
の
主
語

が
一
人
称
のje

、
つ
ま
り
伝
達
さ
れ
た
発
話
の
発
話
者
か
ら
見
た
人
称
が

用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

（2）
の
間
接
話
法
で
は
、
従
属
節
内
の
主
語

は
こ
の
発
話
の
発
話
者
か
ら
見
た
人
称
のil

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
同
様

の
現
象
は
、
次
の

（3）
と

（4）
の
同
じ
発
話
を
伝
え
て
い
る
直
接
話
法
と
間
接

話
法
の
発
話
の
間
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
従
属
節
中
の
時
制
と
時
を
表
す
副

詞
的
表
現
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（3）
の
直
接
話
法
の
被
伝
達
節
で

は
単
純
未
来
形
のd

evra

と
直
示
表
現
のl’an

n
ée p

ro
ch

ain
e

が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

（3）
の
発
話
の
発
話
者
の
視
点
か
ら
選
ば
れ
た
表

現
で
は
な
く
、
伝
達
さ
れ
た
発
話
の
発
話
者
の
視
点
か
ら
選
ば
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
同
じ
発
話
を
伝
達
し
て
い
る
間
接
話
法
の

（4）

で
は
、
過
去
か
ら
見
た
未
来
を
表
す
条
件
法
現
在
形
のd

evrait

と
過
去

の
あ
る
時
点
か
ら
見
たl’an

n
ée su

ivan
te

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
は
こ
の
発
話
の
発
話
者
の
視
点
か
ら
選
ば
れ
た
表
現
で
あ
る
。

（3）　

E
lle p

en
sa : « M

o
n
 fi

ls d
evra réu

ssir à cet exam
en

 

l’an
n
ée p

ro
ch

ain
e. »

（4）　

E
lle p

en
sa q

u
e so

n
 fi

ls d
evrait réu

ssir à cet exam
en

 

l’an
n
ée su

ivan
te.

ま
た
、

（5）
、

（6）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
直
接
話
法
の
被
伝
達
節
に
お
い

て
は
、
そ
の
発
話
者
の
感
情
の
直
接
的
な
表
れ
で
あ
る
感
嘆
表
現
（A

h
 !

、

M
on

 D
ieu

 !

な
ど
）
や
疑
問
文
が
そ
の
ま
ま
再
現
さ
れ
得
る
が
、
間
接

話
法
で
は
許
容
さ
れ
な
い
。

（5）　

E
lle d

it : « O
h
 ! q

u
elle h

o
rreu

r ! »

（6）　

*E
lle d

it q
u
’o

h
 ! q

u
elle h

o
rreu

r !

以
上
の
よ
う
に
、
直
接
話
法
と
間
接
話
法
の
間
に
は
複
数
の
相
違
点
が
見

ら
れ
、
そ
れ
ら
は
直
接
話
法
の
被
伝
達
節
で
は
再
現
さ
れ
た
発
話
の
発
話

者
の
視
点
か
ら
、
間
接
話
法
の
そ
れ
で
は
発
話
自
体
の
発
話
者
の
視
点
か

ら
見
た
表
現
が
選
ば
れ
る
と
い
う
話
法
の
特
性
に
起
因
し
て
い
る
。
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フ
ラ
ン
ス
語
に
お
け
る
最
も
基
本
的
な
話
法
は
直
接
話
法
と
間
接
話
法

で
あ
る
と
言
え
る
が
、
そ
の
他
に
、
特
に
小
説
な
ど
の
物
語
の
書
き
言

葉
で
比
較
的
頻
繁
に
見
受
け
ら
れ
る
話
法
に
自
由
間
接
話
法
（d

isco
u
rs 

in
d
irect lib

re

）
が
あ
る

1
。

（7）　

L’au
tre p

aru
t ab

aso
u
rd

i, p
ris d

’u
n
e p

eu
r q

u
’il n

e 

ch
erch

ait p
lu

s à cach
er. La

 m
a

ison
 trop

 p
etite ! 

u
n

e m
a

ison
 d

e n
ou

vea
u

tés où
 il y a

va
it d

ix–n
eu

f 

ra
yon

s, et qu
i com

pta
it qu

a
tre cen

t trois em
ployés !

 
( Z

o
la, E

. A
u

 bon
h

eu
r d

es d
a

m
es

、
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者

に
よ
る)

（7）
で
は
、
イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
発
話
が
自
由
間
接
話
法
で
あ
り
、
こ
の
物
語

の
主
人
公
の
思
考
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
発
話
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自

由
間
接
話
法
の
発
話
は
、
直
接
話
法
の
よ
う
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
再
現
さ

れ
た
発
言
・
思
考
を
含
む
ギ
ユ
メ
や
、
間
接
話
法
の
よ
う
に
発
言
や
思
考

を
表
すd

ire

やp
en

ser

の
よ
う
な
動
詞
とq

u
e

で
導
か
れ
た
従
属
節
を

持
た
な
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
物
語
の
テ
ク
ス
ト
の
場
合
、
形
式

的
に
は
物
語
世
界
の
外
に
い
る
語
り
手
に
属
す
る
語
り
の
文
（
地
の
文
）

と
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
。
自
由
間
接
話
法
の
発
話
で
は
、
そ
の
発
話
や

思
考
が
表
さ
れ
て
い
る
登
場
人
物
は
間
接
話
法
で
の
よ
う
に
一
人
称
で
は

な
く
三
人
称
で
表
さ
れ
、
時
制
も
間
接
話
法
ま
た
は
語
り
の
文
で
の
よ

う
に
、
登
場
人
物
の
視
点
か
ら
捉
え
ら
れ
た
現
在
形
で
は
な
く
、
過
去

時
制
の
半
過
去
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
か
ら
、
ま
た

自
由
間
接
話
法
と
い
う
名
称
か
ら
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
自
由
間
接

話
法
は
一
見
、
第
三
者
の
発
言
や
思
考
を
発
話
者
（
物
語
の
場
合
は
語
り

手
）
の
視
点
か
ら
選
ん
だ
人
称
や
時
制
を
用
い
て
伝
え
て
い
る
、
い
わ
ば

伝
達
節
な
し
の
間
接
話
法
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
の

（7）

の
イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
発
話
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
由
間
接
話
法
に
はil 

d
it q

u
e

の
よ
う
な
伝
達
節
が
な
い
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
不
完
全
な
文
、

ah
!

の
よ
う
な
間
投
表
現
、
疑
問
文
、
感
嘆
文
、
反
復
、
た
め
ら
い
の
表

現
等
が
用
い
ら
れ
得
る
こ
と
、
そ
し
て
過
去
時
制
が
用
い
ら
れ
た
発
話
に

m
ain

ten
an

t

を
は
じ
め
と
す
る
直
示
表
現
が
現
れ
得
る
こ
と
な
ど
、
統

語
的
な
特
徴
が
多
く
あ
る
。（cf. B

an
fi
eld

 1982

）

（8）　

M
m

e Lo
isel se sen

tit ém
u
e. A

lla
it–elle lu

i pa
rler ? 

O
u

i, certes. E
t m

a
in

ten
a

n
t qu

’elle a
va

it pa
yé, elle 

lu
i d

ira
it tou

t. P
ou

rqu
oi pa

s ? 

      E
lle s’ap

p
ro

ch
a.

      —
 B

o
n
jo

u
r Jean

n
e.

  
( M

au
p
assan

t, G
u
y d

e, « La p
aru

re », in
 C

on
tes d

u
 

jou
r et d

e la
 n

u
it

、
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者
に
よ
る)

（8）
に
お
い
て
は
、
一
つ
目
の
単
純
過
去
の
発
話
は
語
り
手
に
属
す
る
語
り

の
文
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
イ
タ
リ
ッ
ク
の
発
話
群
は
、
こ
の
場
面
お
け

る
登
場
人
物M

m
e Lio

sel

の
思
考
を
表
し
て
い
る
自
由
間
接
話
法
の
発

話
で
あ
る
。
そ
の
後
、
再
び
単
純
過
去
の
発
話
が
あ
り
、
語
り
の
文
に
戻
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り
、
最
後
の
発
話
はelle

で
示
さ
れ
て
い
る
登
場
人
物
の
発
話
が
伝
達
節

な
し
の
直
接
話
法
で
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
イ
タ
リ
ッ
ク
の
発
話
に

は
、

（7）
と
同
様
、
人
称
に
関
し
て
は
、M

m
e Lio

sel

を
指
示
す
る
の
に

一
人
称
代
名
詞
のje

で
は
な
く
三
人
称
代
名
詞
のelle

が
、
ま
た
時
制
も

現
在
形
、
複
合
過
去
、
単
純
未
来
で
は
な
く
半
過
去
、
大
過
去
、
条
件
法

現
在
（A

lla
it, a

va
it pa

yé, d
ira

it

）
と
い
っ
たM

m
e Lio

sel

の
視
点

か
ら
で
は
な
く
語
り
手
の
視
点
か
ら
選
ば
れ
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
疑
問
文
、
不
完
全
な
文
（O

u
i, certes

／P
ou

rqu
oi pa

s ?

）

と
い
う
間
接
話
法
で
は
不
可
能
な
構
文
も
現
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

そ
の
発
言
や
思
考
が
表
現
さ
れ
て
い
る
元
の
発
話
者
（
語
り
手
と
は
異
な

る
意
識
主
体
）
の
主
観
性
が
直
接
現
れ
て
い
る
表
現
と
、
物
語
世
界
の
外

に
い
る
語
り
手
の
視
点
か
ら
見
た
時
や
人
称
を
表
す
過
去
時
制
や
人
称
代

名
詞
と
い
う
一
見
矛
盾
し
た
要
素
が
共
起
す
る
こ
と
が
、
自
由
間
接
話
法

の
大
き
な
特
性
で
あ
り
、
ま
た
間
接
話
法
と
明
確
に
区
別
で
き
る
点
で
あ

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
自
由
間
接
話
法
は
、
間
接
話
法
か
ら
伝
達
節
を
除
い

た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
確
に
示
す
特
性
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自

由
間
接
話
法
の
被
伝
達
節
は
、
直
接
話
法
や
間
接
話
法
の
よ
う
に
一
見
し

て
す
ぐ
話
法
で
あ
る
と
分
か
る
ギ
ユ
メ
や
テ
ィ
レ
（tiret

）
を
伴
わ
な
い
。

そ
の
た
め
、
語
り
の
文
と
も
非
常
に
近
い
形
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
こ
の

点
に
お
い
て
も
、
多
く
の
場
合
、
上
に
挙
げ
た
半
過
去
等
の
過
去
時
制
と

m
ain

ten
an

t

の
よ
う
な
直
示
表
現
の
共
起
な
ど
の
特
徴
が
そ
の
解
釈
の

ト
リ
ガ
ー
と
な
り
、
受
け
手
（
読
者
）
は
語
り
手
に
帰
さ
れ
る
語
り
の
文

と
自
由
間
接
話
法
の
発
話
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
で
見
た
よ
う
に
、
直
接
話
法
、
間
接
話
法
が
話
し
言
葉
、
書

き
言
葉
と
も
に
最
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
話
法
で
あ
り
、
さ
ら
に
主
に
小
説

な
ど
の
書
き
こ
と
ば
で
用
い
ら
れ
る
自
由
間
接
話
法
が
あ
る
。
こ
の
３
つ

が
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
け
る
主
要
な
話
法
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
上

記
の
３
つ
の
話
法
と
比
べ
る
と
稀
な
も
の
で
あ
る
が
、
自
由
直
接
話
法

（d
isco

u
rs d

irect lib
re

）
と
い
う
話
法
の
形
式
が
あ
る
。
自
由
直
接
話

法
は
、
直
接
話
法
の
被
伝
達
節
が
伝
達
節
も
ギ
ユ
メ
も
な
し
に
現
れ
る
も

の
で
、
自
由
間
接
話
法
と
の
大
き
な
違
い
は
、
時
制
と
人
称
が
語
り
手
の

視
点
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
物
語
の
登
場
人
物
の
視
点

か
ら
選
ば
れ
る
点
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
形
や
一
人
称
が
用
い

ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
自
由
直
接
話
法
は
、
内
的
独
白
（m

o
n
o
lo

gu
e 

in
térieu

r

）
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
で
、E

d
o
u
ard

 D
u
jard

in

が
小
説Les 

la
u

riers son
t cou

pés

で
い
ち
早
く
こ
の
文
体
的
手
法
を
用
い
た
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
る

2
。
次
の
例
は
、G

ard
es Tam

in
e (2010 :146)

に

よ
るD

u
jard

in
 

か
ら
の
内
的
独
白
の
例
で
あ
る
。

（9）　

P
asse u

n
 m

o
n
sieu

r élég
an

t, avec u
n
e ro

se à sa 

b
o
u
to

n
n
ière ; il fau

d
ra ain

si q
u
e j’aie u

n
e fl

eu
r ce 

so
ir ; je p

o
u
rrais b

ien
 en

co
re p

o
rter q

u
elq

u
e ch

o
se 

à Léa. C
h
evain

n
e se tait, ce garço

n
 est so

t. E
h
 o

u
i, 

o
rigin

ale est l’h
isto

ire d
e m

o
n
 am

o
u
r eh

 b
ien

, tan
t 

m
ieu

x. U
n
e ru

e ; la ru
e d

e M
aren

go
 ; les m

agasin
s 
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d
u
 Lo

u
vre la fi

le serrée d
es vo

itu
res. C

h
avain

n
e : 

 
—

 V
o
u
s savez q

u
e je vo

u
s q

u
itte au

 P
alais–R

o
yal.

 
B

o
n
 ! est–il d

ésagréab
le ! 

 
( D

ujard
in, E

. Les lau
riers son

t cou
pés,  G

arde Tam
ine 

(2010 :146)
か
ら
の
引
用
）

こ
の
例
に
あ
る
よ
う
に
、
自
由
直
接
話
法
に
お
い
て
は
、
登
場
人
物
が
一

人
称
代
名
詞
で
指
示
さ
れ
て
お
り
、
基
本
時
制
は
現
在
形
で
あ
る
。
ま

た
、il p

en
sa q

u
e

な
ど
の
伝
達
節
も
引
用
符
の
ギ
ユ
メ
も
用
い
ら
れ
な

い
。
さ
ら
に
、
自
由
間
接
話
法
で
の
よ
う
に
、
感
嘆
表
現
（
例
：B

o
n
 !

）

や
間
投
詞
（
例
：E

h
, o

u
i

／eh
 b

ien
, tan

t m
ieu

x

）
な
ど
が
現
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
人
称
、
時
制
、
用
い
ら
れ
る
表
現
す
べ
て
が

発
話
で
表
さ
れ
て
い
る
思
考
の
持
ち
主
で
あ
る
登
場
人
物
の
視
点
か
ら
選

ば
れ
る
の
で
あ
る
。
自
由
直
接
話
法
は
、
以
上
の
よ
う
な
特
徴
か
ら
、
そ

の
発
話
自
体
は
話
法
と
し
て
の
明
白
な
マ
ー
カ
ー
（
伝
達
節
自
体
や
引
用

符
な
ど
）
を
持
た
な
い
と
言
え
る
が
、
自
由
直
接
話
法
の
埋
め
込
ま
れ
て

い
る
語
り
の
文
に
お
い
て
は
通
常
過
去
時
制
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
や
登
場

人
物
は
三
人
称
代
名
詞
で
指
示
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
性
質
を
持
つ

語
り
の
文
と
の
対
比
か
ら
受
け
手
は
自
由
直
接
話
法
を
突
き
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

1.2. 

フ
ラ
ン
ス
語
に
お
け
る
話
法
と
語
り
の
声

　

1.1.
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
け
る
話
法
の
種
類
と
そ
れ
ぞ
れ
の
話
法
の

形
式
的
な
特
徴
を
、
話
法
間
で
、
そ
し
て
物
語
の
語
り
の
文
と
比
較
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。
1.1.
で
扱
っ
た
直
接
・
間
接
・
自
由
間

接
・
自
由
直
接
話
法
の
４
つ
の
話
法
は
、
共
通
点
と
相
違
点
が
あ
り
な
が

ら
も
、
各
々
が
独
自
の
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
特
徴
が
マ
ー
カ
ー
と

な
っ
て
、
文
脈
情
報
を
基
盤
に
し
て
受
け
手
は
あ
る
発
話
が
ど
の
よ
う
な

方
法
で
ど
の
意
識
主
体
の
発
話
や
思
考
を
伝
達
し
て
い
る
か
を
判
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
語
り
の
枠
組
み
に
お
い
て
は
、
上

で
見
た
よ
う
な
話
法
の
マ
ー
カ
ー
が
現
れ
て
い
な
い
場
合
、
そ
れ
は
語
り

の
文
で
あ
り
、
つ
ま
り
読
者
に
物
語
を
語
る
と
い
う
行
為
を
委
ね
ら
れ
た

中
立
的
な
立
場
に
あ
る
語
り
手
に
属
す
る
発
話
と
し
て
解
釈
さ
れ
、
反
対

に
、
発
話
が
語
り
手
以
外
の
意
識
主
体
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
話
法
の

マ
ー
カ
ー
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
1.2.
に
お
い
て
は
、
発
話
の
責
任
者
が
語

り
手
以
外
で
あ
る
こ
と
を
示
す
マ
ー
カ
ー
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
語
の
各
話
法

に
つ
い
て
、
誰
が
話
す
ま
た
は
考
え
て
い
る
の
か
、
誰
の
声
が
発
話
で
聞

こ
え
て
い
る
の
か
と
い
う
点
、
つ
ま
り
発
話
に
お
け
る
語
り
の
声
と
い
う

点
か
ら
考
察
す
る
。

　

話
法
の
最
も
基
本
的
な
働
き
は
、
発
話
者
自
身
ま
た
は
別
の
あ
る
意
識

主
体
の
発
話
や
思
考
を
伝
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
伝
達
さ
れ
た
発

話
や
思
考
を
表
す
部
分
の
内
部
で
は
当
然
そ
の
発
話
や
思
考
の
発
信
源
の

主
体
の
主
観
が
表
れ
て
い
る
の
だ
が
、
伝
達
者
が
被
伝
達
部
分
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
態
度
や
立
場
を
取
る
か
に
よ
っ
て
、
話
法
を
伴
う
発
話
が
誰

に
帰
属
す
る
の
か
、
ま
た
発
話
の
中
で
誰
の
声
が
聞
こ
え
る
の
か
と
い
う
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点
で
違
い
が
生
ま
れ
る
。
各
話
法
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
に
、
本
稿
が
主

な
分
析
、
考
察
対
象
に
す
る
小
説
な
ど
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
テ
ク
ス
ト
に

お
け
る
発
話
で
表
さ
れ
得
る
「
声
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

こ
こ
で
扱
う
声
と
は
、
物
理
的
に
聴
覚
に
訴
え
る
音
声
的
刺
激
の
こ
と

を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
話
法
の
形
を
と
っ
た
発
話
が
誰
か
の
発
言
を
伝

達
し
て
い
る
場
合
は
、
確
か
に
そ
の
音
声
的
刺
激
が
話
法
に
よ
っ
て
伝
え

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
思
考
を
伝
達
す
る
話
法
の
発
話
の
場
合
は
、
当

然
一
度
も
音
声
と
し
て
外
部
に
発
信
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
思
考
内
容

を
伝
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物
理
的
な
音
声
は
伴
っ
て
い
な
い
。
こ
の

よ
う
な
思
考
を
伝
達
す
る
発
話
の
場
合
も
発
言
を
伝
達
す
る
場
合
と
同
様

に
、
語
り
手
に
よ
っ
て
本
来
外
部
か
ら
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
は
ず
の

思
考
が
言
葉
を
用
い
て
伝
達
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
伝
達
さ
れ
た
思
考

の
生
産
者
で
あ
る
主
体
の
声
が
そ
こ
か
ら
聞
こ
え
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、

こ
こ
で
扱
う
話
法
に
関
す
る
声
と
は
、
音
声
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
み
な

さ
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
言
葉
を
用
い
て
伝
達
さ
れ
た
思
考
ま
た
は
発
話
が

ど
の
意
識
主
体
に
帰
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
話
法
の
形
を
と
っ
た
発
話
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
物
語
の
語
り

の
文
に
お
い
て
も
声
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
物
語
世
界
に

一
切
介
入
せ
ず
、
完
全
に
中
立
的
な
立
場
を
持
つ
タ
イ
プ
の
語
り
手
に
帰

さ
れ
る
発
話
に
も
、
個
性
が
な
く
透
明
で
中
立
的
な
語
り
の
声
を
認
め
得

る
。

　

小
説
な
ど
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
テ
ク
ス
ト
の
場
合
、
例
え
ば
基
本
的

に
発
話
者
と
受
け
手
の
み
が
想
定
さ
れ
る
一
般
的
な
会
話
の
場
合
と
比

べ
て
、
発
話
の
解
釈
の
際
に
想
定
さ
れ
る
主
体
の
数
が
多
い
の
で
、
状

況
は
よ
り
複
雑
で
あ
る
。D

u
cro

t (1980, 1984

）
は
自
身
が
確
立
し
た

ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
理
論
の
中
で
、
一
つ
の
発
話
に
は
一
つ
の
視
点
が
前
提
と

さ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
に
疑
問
を
抱
き
、
発
話
を
実
際
に
産
み
だ
す
現

実
世
界
に
お
け
る
存
在
のsu

jet p
arlan

t

と
次
の
２
つ
の
理
論
的
な
存

在
を
区
別
す
る
。
そ
の
２
つ
の
存
在
と
は
、én

o
n
ciateu

r

とlo
cu

teu
r

で
あ
る
。D

u
cro

t (1984 : 204

）
は
、én

o
n
ciateu

r 

は
語
り
を
通
し

て
そ
の
視
点
、
立
場
、
態
度
を
表
現
す
る
と
み
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

と
し
て
い
る
（« cen

sés s’exp
rim

er à travers l’én
o
n
ciatio

n
 q

u
i 

est vu
e co

m
m

e exp
rim

an
t leu

r p
o
in

t d
e vu

e, leu
r p

o
sitio

n
, 

leu
r attitu

d
e, m

ais n
o
n
 p

as, au
 sen

s m
atériel d

u
 term

e, 

leu
r p

aro
le »

）。
ま
た
、lo

cu
teu

r

は
語
り
（D

u
cro

t

の
用
語
で
は

l’én
o
n
ciatio

n

）
の
責
任
を
持
つ
主
体
を
指
す
。su

jet p
arlan

t

は
、
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
の
テ
ク
ス
ト
の
場
合
書
き
手
を
指
し
、én

o
n
ciateu

r

は
物

語
の
中
で
そ
の
視
点
が
表
さ
れ
て
い
る
登
場
人
物
を
、
ま
たlo

cu
teu

r

は
語
り
の
行
為
を
書
き
手
に
委
ね
ら
れ
た
語
り
手
を
示
し
て
い
る
と
言

え
る
。G

en
ette

（1972

）
も
ま
た
、D

u
cro

t

の
論
に
近
い
と
言
え
る

語
り
に
関
す
るau

teu
r

、n
arrateu

r

、p
o
in

t d
e vu

e

の
３
つ
の
主

体
を
想
定
し
て
い
る
。G

en
ette

の
論
に
よ
る
と
、
他
の
主
体
と
異
な

り
、au

teu
r

は
理
論
的
な
主
体
で
は
な
く
実
際
に
存
在
す
る
主
体
で
あ
り
、

物
語
を
創
造
す
る
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
はD

u
cro

t

のsu
jet p

arlan
t

に
相
当
す
る
。
次
に
、n

arrateu
r

は
、D

u
cro

t

のlo
cu

teu
r

と
同
様

に
、
語
り
を
担
う
主
体
で
あ
る
。G

en
ette

は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
物
語
に
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お
け
るn

arrateu
r

の
立
場
は
変
化
し
得
る
と
し
、
自
ら
の
物
語
を
語
り
、

物
語
世
界
の
中
に
存
在
を
持
つ
登
場
人
物
と
し
て
のn

arrateu
r ( je–

h
éro

s

）
や
、
物
語
世
界
の
外
か
ら
出
来
事
を
見
て
い
る
目
撃
者
の
立
場

で
語
るn

arrateu
r (n

arrateu
r o

m
n
iscien

t

）
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、

p
o
in

t d
e vu

e

は
、D

u
cro

t

のén
o
n
ciateu

r

と
同
等
で
あ
る
と
言
え

る
が
、
多
く
の
場
合
登
場
人
物
が
そ
れ
に
当
た
り
、
語
り
の
中
で
そ
の
思

考
が
表
現
さ
れ
て
い
る
主
体
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、D

u
cro

t

とG
en

ette
の
論
と
同
様
に
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

に
関
し
て
、「
書
き
手
」、「
語
り
手
」、「
登
場
人
物
」
の
３
つ
の
主
要
な

意
識
主
体
を
前
提
に
し
て
、
以
降
で
話
法
の
声
に
関
す
る
考
察
を
し
て

ゆ
く
。
書
き
手
は
、
物
語
世
界
を
自
由
に
創
造
す
る
実
在
の
意
識
主
体

で
、
絶
対
的
な
立
場
に
あ
る
。
語
り
手
と
登
場
人
物
は
書
き
手
に
よ
っ
て

創
造
さ
れ
、
物
語
に
お
い
て
異
な
る
役
割
を
持
つ
架
空
の
意
識
主
体
で
あ

る
。
語
り
手
は
書
き
手
に
よ
っ
て
物
語
を
語
る
と
い
う
役
割
を
担
わ
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
書
き
手
は
語
り
手
が
物
語
世
界
の
外
部
に
い
る

か
、
内
部
に
い
る
か
と
い
う
語
り
手
の
視
点
の
位
置
も
決
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
多
く
の
場
合
、
小
説
に
お
け
る
語
り
手
は
物
語
世
界
の
外
部

か
ら
客
観
的
で
中
立
的
な
視
点
を
持
っ
て
語
り
の
行
為
を
遂
行
す
る
が
、

G
en

ette

の
言
う“je–h

éro
s”

と
し
て
登
場
人
物
が
自
身
で
物
語
を
語
る

場
合
も
あ
る
の
で
、
必
ず
し
も
物
語
世
界
の
外
部
に
位
置
す
る
と
は
限
ら

な
い
。
登
場
人
物
は
通
常
、
書
き
手
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
架
空
の
人
物
で
、

物
語
世
界
の
内
部
に
存
在
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
直
接
話
法
か
ら
考
察
を
始
め
よ
う
。

（10） 

—
 V

o
tre E

xcellen
ce est sain

e et sau
ve ? d

em
an

d
a 

l’h
ô
te.

 
—

 O
u
i, p

arfaitem
en

t sain
e et sau

ve, m
o
n
 ch

er 

h
ô
telier, et c’est m

o
i q

u
i vo

u
s d

em
an

d
e ce q

u
’est 

d
even

u
 n

o
tre jeu

n
e h

o
m

m
e.

　
　

—
 Il va m

ieu
x, d

it l’h
ô
te : il s’est évan

o
u
i to

u
t à 

fait.

( D
u
m

as, A
. Les trois m

ou
squ

eta
ires)

（10）
で
は
３
つ
の
直
接
話
法
の
発
話
が
連
続
し
て
い
る
が
、

（1）
に
挙
げ
た
形

と
は
異
な
り
、
伝
達
節
が
文
頭
に
あ
る
も
の
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
３
つ

の
発
話
間
に
も
形
式
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。
１
つ
目
の
発
話
で
は
、
テ
ィ

レ
に
導
か
れ
た
被
伝
達
節
が
先
に
お
か
れ
、
そ
の
後
に
伝
達
節
が
来
て
い

る
。
２
つ
目
の
発
話
に
お
い
て
は
、
同
じ
く
テ
ィ
レ
に
導
か
れ
た
被
伝
達

節
が
あ
る
が
、
伝
達
節
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
伝
達
節
を
持
た
な
い
直
接

話
法
の
発
話
は
実
際
に
は
珍
し
く
な
い
。
こ
の
例
の
よ
う
に
、
読
者
に
と

っ
て
ど
の
登
場
人
物
と
ど
の
登
場
人
物
の
間
の
対
話
で
あ
る
か
が
明
白
で

あ
る
場
合
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
発
話
を
発
し
た
か
を
全
て
の
発
話
で
伝
達

節
を
用
い
て
示
す
必
要
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
伝
達
節
が
省
略
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
３
つ
目
の
発
話
は
、
伝
達
節
と
被
伝
達
節

を
含
む
が
、
被
伝
達
節
の
２
つ
の
発
話
の
間
に
伝
達
節
が
挿
入
さ
れ
た
形

を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
直
接
話
法
の
形
式
は
変
化
す
る
が
、
最

も
基
本
的
な
特
徴
と
し
て
伝
達
節
と
被
伝
達
節
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
挙
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げ
ら
れ
る
。
伝
達
節
が
省
略
さ
れ
る
場
合
も
、
テ
ィ
レ
ま
た
は
ギ
ユ
メ
が

直
接
話
法
を
示
す
マ
ー
カ
ー
と
し
て
機
能
す
る
の
で
、
受
け
手
が
語
り
の

文
や
他
の
話
法
の
発
話
と
判
断
に
迷
う
こ
と
は
な
い
。　
　

　

直
接
話
法
の
発
話
の
最
も
明
ら
か
な
特
徴
は
伝
達
節
と
被
伝
達
節
の
両

方
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
こ
の
２
つ
の
節
の
間
に
は

声
の
問
題
に
関
し
て
も
大
き
な
相
違
点
が
あ
る
。
直
接
話
法
の
伝
達
節
は
、

語
り
手
に
帰
属
す
る
も
の
で
、
語
り
の
文
と
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。
伝
達

節
が
省
略
さ
れ
た
直
接
話
法
の
発
話
に
関
し
て
も
、
受
け
手
は
発
話
の
そ

の
他
の
特
性
（
テ
ィ
レ
や
ギ
ユ
メ
な
ど
の
引
用
符
、
一
人
称
代
名
詞
、
直

示
表
現
）
に
よ
り
直
接
話
法
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
伝
達
節
が
語
り

手
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
で
き
る
と
考
え

る
。
被
伝
達
節
は
、
登
場
人
物
な
ど
の
第
三
者
の
発
話
、
ま
た
は
思
考
を

形
を
変
え
ず
そ
の
ま
ま
語
り
手
が
引
用
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
思
考
・
発
話
の
発
信
源
で
あ
る
人
物
に
帰
属
す
る
。
つ
ま
り
、

直
接
話
法
で
は
、
伝
達
節
と
被
伝
達
節
の
間
で
声
に
関
し
て
断
絶
が
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
語
り
手
は
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
伝
達
節
の
内
容
や
形

式
を
作
り
変
え
た
り
、
要
約
し
た
り
、
意
見
を
混
ぜ
込
ん
だ
り
す
る
こ
と

は
な
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。M

aier

（2014

）
は
直
接
話
法
と
間
接
話

法
の
次
の
文
を
挙
げ
、

（10b）
の
間
接
話
法
の
発
話
は
文
法
的
で
は
あ
る
が
、

（10a）
と
同
じ
内
容
を
伝
え
て
は
い
な
い
と
述
べ
る
。

（10a）　

N
o
b
o
d
y said

 th
ey h

ad
 seen

 an
yth

in
g.

（10b） 　

?? N
o
b
o
d
y said

 “w
e saw

 an
yth

in
g”.

（10b）
を
フ
ラ
ン
ス
語
に
訳
す
と
、

（11）
の
よ
う
に
な
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
も

英
語
と
同
様
に
容
認
が
難
し
い
発
話
に
な
る
。

（11） 　

?? P
erso

n
n
e n

’a d
it : « o

n
 n

’a rien
 vu

. »

こ
の
発
話
が
容
認
困
難
な
理
由
は
、
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
直
接
話
法
の

被
伝
達
節
に
お
い
て
は
伝
達
さ
れ
た
発
話
は
形
を
変
え
ず
元
の
ま
ま
再
現

さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
主
語
がn

e

と
供
に
否
定
表
現
と
し

て
機
能
す
るp

erso
n
n
e

で
あ
る
場
合
、
実
際
に
は
誰
も
発
し
な
か
っ
た

発
話
を
そ
の
ま
ま
再
現
す
る
と
い
う
矛
盾
が
起
こ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
以

上
で
見
た
よ
う
に
、
直
接
話
法
に
お
い
て
は
、
伝
達
節
と
被
伝
達
節
は
そ

れ
ぞ
れ
語
り
手
と
登
場
人
物
と
い
う
異
な
る
意
識
主
体
に
帰
属
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
声
を
反
映
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
２
つ
の
節
の
間
の
断
絶
は
直
接
話

法
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　

次
に
間
接
話
法
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
上
で
考
察
し
た
直
接
話
法
と
比

較
す
る
と
、
同
様
に
伝
達
節
と
被
伝
達
節
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
２
つ

の
節
はq

u
e

で
結
ば
れ
る
。
ま
た
、
1.1.
で
見
た
よ
う
に
、q

u
e

で
導
か
れ

る
被
伝
達
節
内
で
は
、
直
接
話
法
で
１
人
称
で
指
示
さ
れ
る
人
物
な
ど
は

３
人
称
へ
、
現
在
時
制
は
半
過
去
な
ど
の
過
去
時
制
へ
、
時
や
場
所
を
示

す
直
示
表
現
か
ら
照
応
表
現
へ
（
例
え
ばici

か
らlà

、au
jo

u
rd

’h
u
i

か

らce jo
u
r–là

へ
）
の
変
換
を
伴
う
。
被
伝
達
節
に
お
い
て
は
、
登
場
人

物
の
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
語
り
手
の
視
点
か
ら
選
ば
れ
た
表
現
が
用
い

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

（6）
で
見
た
よ
う
に
、
直
接
話
法
の
被
伝
達
節
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で
表
さ
れ
る
登
場
人
物
の
主
観
性
を
直
接
表
す
間
投
詞
、
罵
り
言
葉
、
方

言
な
ど
は
間
接
話
法
で
は
用
い
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
被
伝
達
節
の
内
容
や

形
式
も
そ
の
ま
ま
再
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
語
り
手
が
編
集
し
た

う
え
で
再
現
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
間
接
話
法
に
関
し

て
は
、
伝
達
節
と
被
伝
達
節
の
間
に
断
絶
は
な
く
、
伝
達
節
は
語
り
の
文

と
同
様
に
語
り
手
の
声
が
、
そ
し
て
被
伝
達
節
に
お
い
て
も
、
登
場
人
物

の
発
話
や
思
考
を
伝
達
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
こ
に
は
語
り
手
に
よ
る

言
い
換
え
や
ま
と
め
な
ど
の
編
集
を
通
し
て
語
り
手
の
主
観
が
入
り
込
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
語
り
手
の
声
の
み
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言

え
る
。

　

1.1.
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
自
由
間
接
話
法
で
は
直
示
表
現
、
間
投
詞
、

感
嘆
文
、
疑
問
文
、
方
言
や
個
人
的
な
言
葉
遣
い
の
癖
な
ど
が
用
い
ら
れ

得
る
が
、
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
自
由
間
接
話
法
の
発
話
で
は
語
り
の
文

や
間
接
話
法
の
発
話
と
比
較
し
て
、
登
場
人
物
つ
ま
り
自
由
間
接
話
法
が

表
す
発
話
や
思
考
の
源
と
な
る
意
識
主
体
の
主
観
性
が
よ
り
直
接
的
に
表

現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
1.1.
で
見
た
よ
う
に
、

自
由
間
接
話
法
の
発
話
で
は
人
称
と
時
制
は
そ
れ
ぞ
れ
１
人
称
で
は
な
く

３
人
称
、
現
在
時
制
で
は
な
く
過
去
時
制
と
い
う
語
り
手
の
視
点
か
ら
選

ば
れ
た
も
の
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

自
由
間
接
話
法
の
発
話
が
ど
の
意
識
主
体
に
帰
属
す
る
の
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
自
由
間
接

話
法
の
研
究
で
非
常
に
有
名
なB

an
fi
eld

（1982 / 1995

）
は
、
自
由

間
接
話
法
の
発
話
に
お
い
て
は
語
り
手
は
不
在
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
登

場
人
物
が
自
身
の
視
点
を
通
し
て
自
身
の
発
話
や
思
考
を
表
現
し
て
い

る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、B

an
fi
eld

が
言
う
よ
う
に
、
登
場
人
物
の

主
観
性
を
直
接
的
な
方
法
で
表
し
て
い
る
自
由
間
接
話
法
の
発
話
に
お

い
て
、
完
全
に
語
り
手
が
不
在
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
本
当
に
可
能
で

あ
ろ
う
か
。
平
塚
（2017

）
が
述
べ
る
よ
う
に
、B

an
fi
eld

の
こ
の
考
え

は
、B

en
ven

iste

（1966

）が「
物
語（h

isto
ire

）」と「
話（d

isco
u
rs

）」

に
分
け
た
発
話
レ
ベ
ル
の
う
ち
の
物
語
に
関
わ
る
考
え
方
に
非
常
に
近

い
。B

en
ven

iste

は
、
物
語
の
レ
ベ
ル
で
は
、
過
去
の
出
来
事
は
発

話
者
も
語
り
手
も
介
入
す
る
こ
と
な
く
ひ
と
り
で
に
語
ら
れ
、
そ
れ
に

反
し
てd

isco
u
rs

の
レ
ベ
ル
で
は
、
発
話
に
よ
っ
て
受
け
手
に
働
き

か
け
よ
う
と
意
図
す
る
発
話
者
の
存
在
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
と
し
た
。

B
en

ven
iste

の
論
に
お
い
て
、
物
語
の
レ
ベ
ル
で
は
語
り
手
が
い
て
受

け
手
（
読
者
）
が
い
る
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
構
造
は
な
い
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
完
全
に
歴
史
的
事
実
だ
け
を
記
述
す
る
テ

ク
ス
ト
の
よ
う
な
場
合
で
あ
れ
ば
、
語
り
手
が
存
在
せ
ず
、
出
来
事
だ
け

が
ひ
と
り
で
に
語
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
小
説
な
ど
の
物
語
に
お
い
て
は
、
読
者
が
完
全
に
語
り
手
を
想
定
、

意
識
せ
ず
に
い
る
こ
と
は
実
際
に
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次

の
（12）
と

（13）
ど
ち
ら
も
モ
ー
ダ
ル
な
副
詞p

eu
t–être

を
持
つ
発
話
を
含
ん

だ
例
文
を
観
察
し
て
み
よ
う
。

（12）　

B
o
u
rais leva les b

ras, il étern
u
a, rit én

o
rm

ém
en

t 

; u
n
e can

d
eu

r p
areille excitait sa jo

ie ; et Félicité 
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n
e co

m
p
ren

ait p
as le m

o
tif, – elle q

u
i s’atten

d
ait 

p
eu

t–
être à vo

ir ju
sq

u
’au

 p
o
rtrait d

e so
n
 n

eveu
, 

tan
t so

n
 in

telligen
ce était b

o
rn

ée !

 
( Flau

b
ert, G

. U
n

 cœ
u

r sim
ple

、
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者
に

よ
る
）

（13）　

E
lle b

aissa la tête d
’u

n
 m

o
u
vem

en
t très len

t q
u
i 

peu
t–être vo

u
lait d

ire « o
u
i ». E

t le p
rêtre q

u
i jetait 

en
co

re d
e l’eau

 b
én

ite leu
r en

 en
vo

ya q
u
elq

u
es 

go
u
ttes su

r les d
o
igts. 

 
( M

au
p
assan

t, G
. d

e. U
n

e vie,

イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者
に
よ
る
）

p
eu

t–être

な
ど
の
モ
ー
ダ
ル
な
表
現
を
含
む
発
話
の
解
釈
に
お
い
て
は
、

受
け
手
は
そ
の
表
現
が
誰
の
主
観
か
ら
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
、

文
脈
情
報
な
ど
か
ら
推
論
し
て
探
し
当
て
る
必
要
が
あ
る
。
受
け
手
（
読

者
）
は
、

（12）
のp

eu
t–être

を
含
む
発
話
が
、
感
嘆
符
（
！
）
の
存
在
や
発

話
の
内
容
か
ら
、
物
語
中
の
こ
の
シ
ー
ン
に
登
場
す
る
登
場
人
物
の
う

ち
のB

o
u
rais

の
思
考
を
表
す
自
由
間
接
話
法
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め

る
。
こ
の
例
の
文
脈
と
発
話
の
形
式
か
ら
、
こ
の
発
話
が
自
由
間
接
話
法

で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
、
つ
ま
り
、
こ
こ
に
登
場
人
物
の
声
が
表
れ
て
い

る
こ
と
は
読
者
に
と
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

（13）
の
場
合
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。
あ
る
特
定
の
意
識
主
体
と
結
び
つ
く
こ
と
を
前
提
と
す
る

モ
ー
ダ
ル
な
表
現p

eu
t–être

を
含
む
発
話
（E

lle ba
issa

 la
 tête d

’u
n

 

m
ou

vem
en

t très len
t qu

i peu
t–être vou

la
it d

ire « ou
i ».

）
に
は
、

（12）
に
お
い
て
の
よ
う
に
特
定
の
登
場
人
物
の
主
観
性
を
表
し
て
い
る
と
解

釈
す
る
た
め
の
決
定
的
な
要
素
が
な
い
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
、
自
由

間
接
話
法
の
話
法
で
あ
る
と
読
者
が
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ

ろ
う
。
こ
の
発
話
の
場
合
、p

eu
t–être

が
例
外
的
に
語
り
手
の
主
観
に

由
来
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
の

例
の
場
合
も
、
登
場
人
物
の
声
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
、
語
り
手
の
声

が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
曖
昧
で
あ
る
。

（14）　

Félicité se p
rit d

’affectio
n
 p

o
u
r eu

x. E
lle leu

r ach
eta u

n
e 

co
u
vertu

re, d
es ch

em
ises, u

n
 fo

u
rn

eau ; évid
em

m
en

t 

ils l’ex
ploitaien

t. C
ette faiblesse  agaçait M

m
e A

u
b
ain

, 

q
u
i d

’ailleu
rs n’aim

ait p
as les fam

iliarités d
u
 n

eveu
, 

—
 car il tu

to
yait so

n
 fi

ls ; —
 et, co

m
m

e V
irg

in
ie 

to
u
ssait et q

u
e la saiso

n
 n

’était p
lu

s b
o
n
n
e, elle 

revin
t à P

o
n
t–E

vêq
u
e.

  
(Flau

b
ert, G

. U
n

 cœ
u

r sim
ple

、
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者
に

よ
る
）

こ
の
例
に
お
け
る
イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
発
話( évid

em
m

en
t ils 

l’ex
ploita

ien
t.

）
は
モ
ー
ダ
ル
な
副
詞évid

em
m

en
t

を
含
ん
で
い

る
。
こ
の
発
話
で
は
半
過
去
が
用
い
ら
れ
て
は
い
る
が
、

（13）
の
例
と
同
様

に
、
明
ら
か
に
登
場
人
物
の
１
人
の
思
考
ま
た
は
発
話
を
表
す
自
由
間
接
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話
法
だ
と
す
る
決
定
的
な
要
因
に
欠
け
て
い
る
と
考
え
る
。
登
場
人
物

Felicité
が
自
分
の
甥
と
姪
に
愛
情
を
持
ち
、
色
々
な
贈
り
物
を
し
て
い

た
こ
と
が
初
め
の
二
つ
の
発
話
か
ら
分
か
る
の
で
、
こ
れ
がFélicité

の

心
情
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
に
続
く
発
話
に
お
い
て
、Felicité

の
雇
い
主
で
あ
るM

ad
am

e 

A
u
b
ain

が
、
一
行
目
でeu

x
で
示
さ
れ
て
い
るFelicité

の
妹
一
家
に
良

い
感
情
を
抱
い
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
登
場
人
物
の
中
で
イ
タ
リ
ッ

ク
の
発
話
の
内
容
に
近
い
心
情
に
あ
る
こ
と
は
分
か
る
が
、
イ
タ
リ
ッ
ク

の
発
話
がM

ad
am

e A
u
b
ain

の
心
情
を
明
示
的
に
表
し
て
い
る
最
後
の

発
話
の
前
に
あ
る
こ
と
や
、
自
由
間
接
話
法
に
特
有
の
構
文
や
表
現
を
持

た
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
語
り
手
に
属
す
る
語
り
の
文
な
の
か
自
由
間

接
話
法
な
の
か
解
釈
に
は
曖
昧
さ
が
残
る
。
曖
昧
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
が
、
登
場
人
物
の
う
ち
の
特
定
の
一
人
に
帰
属
す
る
と
確
定
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

（13）
のp

eu
t–être

を
含
む
発
話
と
同
様
、
こ

の
発
話
で
語
り
手
の
声
が
表
れ
て
い
る
と
い
う
解
釈
も
否
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

（13）
、

（14）
の
イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
発
話
の
場
合
を
考
慮
に
入
れ
る

と
、
語
り
の
文
に
お
い
て
も
語
り
手
の
完
全
な
不
在
を
想
定
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

B
an

fi
eld

の
論
の
主
題
で
あ
る
自
由
間
接
話
法
に
関
し
て
は
、
阿
部

（2017 : 127

）
が
自
由
間
接
話
法
に
お
い
て
も
語
り
手
の
存
在
を
認
め
ざ

る
を
得
な
い
非
常
に
興
味
深
い
例
を
挙
げ
て
い
る
。

（15）　

Ils p
arlaien

t d
e ce q

u’ils feraien
t p

lu
s tard

, q
u
an

d 

ils seraient sortis du collège. D
’abord

, ils en
trepren

-

d
ra

ien
t u

n
 gra

n
d

 voya
ge a

vec l’a
rgen

t qu
e Fréd

éric 

prélèvera
it su

r sa
 fortu

n
e, à

 sa
 m

a
jorité. P

u
is ils 

revien
d

ra
ien

t à
 P

a
ris, ils tra

va
illera

ien
t en

sem
ble, 

n
e se qu

itteraien
t pa

s ; —
 et, com

m
e d

éla
ssem

en
t à 

leu
rs tra

va
u

x
, ils a

u
ra

ien
t d

es a
m

ou
rs d

e p
rin

-

cesses, d
a

n
s d

es b
ou

d
oirs d

e sa
tin

, ou
 d

e fu
lgu

-

ra
n

tes orgies a
vec d

es cou
rtisa

n
es illu

stres. D
es 

d
o
u
tes su

ccéd
aien

t à leu
rs em

p
o
rtem

en
ts d

’esp
o
ir. 

A
p
rès d

es crises d
e gaieté verb

eu
se, ils to

m
b
aien

t 

d
an

s d
es silen

ces p
ro

fo
n
d
s.                                                                                      

 
(Flau

b
ert, G

. d
e., L’É

d
u

ca
tion

 sen
tim

en
ta

le, 

阿
部

(2017 : 127

）
に
よ
る
引
用
、
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者
に
よ
る
）

こ
の
例
の
イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
発
話
に
関
し
て
は
、
ま
ず
、
そ
の
直
前
の
発

話
で
半
過
去
に
置
か
れ
た
動
詞p

arlaien
t

が
用
い
ら
れ
、
こ
の
発
話
の

主
語Ils

で
示
さ
れ
て
い
る
登
場
人
物
のFréd

éric

とD
eslau

riers

の
間

に
会
話
が
成
立
し
た
こ
と
を
文
脈
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
続
く

イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
部
分
で
は
、
そ
の
会
話
自
体
が
表
さ
れ
て
い
る
。
阿
部

（2017 : 127

）
は
こ
れ
ら
の
発
話
を
「
複
数
作
中
人
物
あ
る
い
は
集
団
全

体
の
統
合
さ
れ
た
声
」
の
例
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
直
前
の
発
話
が
2
人

の
登
場
人
物
の
間
の
会
話
の
成
立
を
文
脈
に
導
入
し
て
い
る
た
め
、
イ
タ

リ
ッ
ク
体
の
部
分
が
そ
の
会
話
の
内
容
を
表
し
て
い
る
こ
と
は
読
者
に
と
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っ
て
容
易
に
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
伝
達
節
が
な
い
こ
と
や
、
条
件
法
現

在
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
発
話
は
2
人
の
登
場
人

物
た
ち
の
発
言
を
表
す
自
由
間
接
話
法
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
発
話
が
こ
の
場
面
で
行
わ
れ
た
2
人
の
若
者
の
会
話
を
そ
の
ま

ま
表
し
た
と
考
え
る
に
は
、
発
話
は
短
く
、
簡
潔
で
あ
り
、
語
り
手
が
手

を
加
え
会
話
の
内
容
を
ま
と
め
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
1.1.
で

見
た
よ
う
に
、
よ
り
一
般
的
な
自
由
間
接
話
法
に
お
い
て
も
、
人
称
と
時

制
は
語
り
手
の
視
点
か
ら
選
ば
れ
て
お
り
、
主
観
性
を
直
接
的
に
表
す
表

現
や
直
示
表
現
は
登
場
人
物
の
視
点
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

登
場
人
物
と
語
り
手
の
視
点
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る

が
、
上
の

（13）
、

（14）
、

（15）
の
例
で
見
た
よ
う
に
、
別
の
方
法
で
も
語
り
手
の

声
が
自
由
間
接
話
法
の
発
話
に
あ
る
程
度
介
入
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
取

れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
1.3.
で
議
論
し
て
ゆ
く
こ
と
だ
が
、
自

由
間
接
話
法
の
発
話
の
中
で
も
、
語
り
手
の
介
入
が
感
じ
ら
れ
な
い
発
話

か
ら
か
な
り
強
く
感
じ
ら
れ
る
発
話
ま
で
、
そ
の
程
度
は
書
き
手
の
意
図

に
よ
り
変
化
す
る
と
考
え
る
が
、
自
由
間
接
話
法
に
お
け
る
語
り
手
の
存

在
は
以
上
で
見
た
よ
う
な
例
が
実
際
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
否
定
で
き

な
い
も
の
で
あ
る
。
物
語
の
書
き
手
は
実
在
の
人
物
で
あ
る
た
め
、
そ
の

存
在
を
操
作
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
語
り
手
は
書
き
手
が
創
る

架
空
の
主
体
で
あ
る
。
そ
の
存
在
は
、
書
き
手
の
意
図
に
よ
り
、
強
く
前

面
に
押
し
出
さ
れ
た
り
、
ま
た
は
物
語
に
全
く
介
入
し
な
い
透
明
な
存
在

で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

自
由
間
接
話
法
の
発
話
に
２
つ
の
声
、
つ
ま
り
語
り
手
と
登
場
人
物

の
声
を
認
め
る
研
究
にSch

len
k
er (2004

）
が
あ
る
。Sch

len
k
er

は
、

一
般
的
に
は
指
示
詞
の
指
示
対
象
は
全
て
一
つ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
基
に

確
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
に
反
し
て
、
自
由
間
接
話
法
の
発
話

の
場
合
は
、
指
示
詞
は
異
な
る
２
つ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
基
に
解
釈
さ
れ

る
と
主
張
す
る
。
そ
の
２
つ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
をSch

len
k
er

は
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
。

T
h
e C

on
text of T

h
ou

gh
t is th

e p
o
in

t at w
h
ich

 a th
o
u
gh

t 

o
rig

in
ates; it in

clu
d
es a th

in
k
er, a tim

e o
f th

o
u
g
h
t 

an
d
 a w

o
rld

 o
f th

o
u
g
h
t (in

 so
m

e cases a th
o
u
g
h
t 

m
ig

h
t also

 h
ave an

 in
ten

d
ed

 ad
d
ressee, esp

ecially if 

it co
rresp

o
n
d
s to

 a sp
eech

 act). T
h
e C

on
text of U

tter -

a
n

ce is th
e p

o
in

t at w
h
ich

 a th
o
u
gh

t is exp
ressed

; it 

in
clu

d
es a sp

eak
er, a h

earer, a tim
e o

f u
tteran

ce an
d
 a 

w
o
rld

 o
f u

tteran
ce.  

(Sch
len

k
er 2014 : 279)

Sch
len

k
er

は
自
由
間
接
話
法
の
発
話
の
場
合
、時
制
と
人
称
はC

ontext 

of U
tterance

を
基
に
解
釈
さ
れ
、直
示
表
現
（ici, m

ain
ten

an
t

な
ど
）

を
含
む
そ
れ
以
外
の
全
て
の
指
示
詞
はC

ontext of T
hough

t

を
基
に

解
釈
さ
れ
る
と
す
る
。
ま
た
、Sch

len
k
er

は
３
つ
目
の
概
念actu

al 

co
n
text

を
導
入
す
る
。
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A
s so

o
n
 as a n

arrato
r is allo

w
ed

 to
 act a

s if th
in

g
s 

w
ere d

ifferen
t fro

m
 w

h
at th

ey are, eith
er th

e C
o
n
text 

o
f T

h
o
u
gh

t θ o
r th

e co
n
tex

t o
f u

tteran
ce υ (o

r b
o
th

) 

m
ay b

e tak
en

 to
 b

e d
istin

ct fro
m

 th
e p

h
ysical p

o
in

t at 

w
h
ich

 th
e n

arrato
r’s w

o
rd

s are exp
ressed

, w
h
at I w

ill 

h
en

cefo
rth

 call th
e ‘actu

al co
n
text’, c. 　

　

(Sch
len

k
er 20014 : 280)

Sch
len

k
er

に
よ
る
と
、
自
由
間
接
話
法
の
場
合
、C

o
n
text o

f 

U
tteran

ce

がactu
al co

n
text

で
あ
り
、C

o
n
text o

f th
o
u
gh

t

は

別
に
置
か
れ
る
（c=

υ and θ
=

c

）。Sch
len

k
er
は
、
こ
の
こ
と
が
他

の
誰
か
の
思
考
が
話
し
手
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象

が
生
み
出
す
と
述
べ
（T

h
is creates th

e im
p
ressio

n
 th

at, q
u
ite 

literally, an
o
th

er p
erso

n
’s th

o
u
gh

ts are articu
lated

 th
ro

u
gh

 

th
e
 sp

eak
e
r’s m

o
u
th

, w
ith

 in
te

re
stin

g
 lite

rary
 effe

cts. 

(Sch
len

k
er 20014 : 280)

）、B
an

fi
eld

 (1982) 

に
よ
っ
て
引
用
さ

れ
た
次
の
例
を
挙
げ
る
。

（16）　

To
m

o
rro

w
 w

as M
o
n
d
ay, M

o
n
d
ay, th

e b
egin

n
in

g o
f 

an
o
th

er sch
o
o
l w

eek
!

 
(Law

ren
ce, W

om
en

 in
 love, Sch

len
k
er (2004)

に
よ
る

引
用)

こ
の
発
話
で
表
さ
れ
て
い
る
の
は
語
り
手
の
思
考
で
は
な
く
、
登
場
人
物

の
思
考
で
あ
る
。Sch

len
k
er

は
、
そ
の
証
拠
に
語
り
手
が
こ
の
発
話
の

後
に“T

h
is tu

rn
ed

 ou
t to be in

correct (T
h

e n
ext d

a
y in

 fa
ct 

w
a

s Su
n

d
a
y.)”

と
付
け
加
え
た
と
し
て
も
矛
盾
は
起
こ
ら
な
い
と

し
て
い
る
。
こ
の
例
に
お
い
て
は
、
登
場
人
物
の
視
点
がC

o
n
text o

f 

T
h
o
u
gh

t

で
あ
り
、Tom

orrow

は
そ
れ
を
基
準
に
解
釈
さ
れ
る
。
過

去
時
制
はactu

al co
n
text

で
あ
るC

o
n
text o

f u
tteran

ce

、
つ
ま
り

語
り
手
の
視
点
か
ら
解
釈
さ
れ
る
。
も
しTo

m
o
rro

w

と
過
去
時
制
が

一
つ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
依
っ
て
解
釈
さ
れ
る
の
な
ら
ば
、
こ
の
発
話
は

矛
盾
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
が
、
以
上
の
よ
う
な
異
な
る
２
つ
の
コ
ン
テ

ク
ス
ト
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
由
間
接
話
法
の
発
話
の
解
釈
と

そ
れ
が
生
み
出
す
効
果
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

阿
部
（2017

）
に
よ
っ
て
挙
げ
ら
れ
た

（15）
の
よ
う
な
例
が
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
、

（13）
、

（14）
の
よ
う
な
語
り
の
文
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
自

由
間
接
話
法
の
発
話
に
お
い
て
も
語
り
手
の
存
在
を
完
全
に
否
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
そ
う
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、Sch

len
k
er 

（2004

）
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
自
由
間
接
話
法
の
発
話
に
お
け
る
３
人

称
、
半
過
去
や
大
過
去
の
過
去
時
制
とici 

やm
ain

ten
an

t

に
代
表
さ

れ
る
直
示
表
現
の
共
起
が
矛
盾
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
も
説
明
が
で
き
る
。

　

最
後
に
自
由
直
接
話
法
に
お
け
る
声
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
く
。
1.1.
で

見
た
よ
う
に
、
自
由
直
接
話
法
の
形
式
は
、
直
接
話
法
の
被
伝
達
節
が
独

立
し
た
も
の
で
、
つ
ま
り
、
語
り
の
文
や
他
の
話
法
と
異
な
り
、
現
在
形

や
一
人
称
、
感
嘆
表
現
等
の
感
情
を
直
接
表
す
表
現
が
伝
達
節
な
し
で
用
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い
ら
れ
る
。　

（17） 　
A

p
rès to

u
t, co

m
m

e o
n
 vo

yait p
arfo

is sa tête d
an

s 

les jo
u
rn

au
x, d

an
s les revu

es sp
écialisées, su

r d
es 

affich
es o

u
 d

es p
o
ch

ettes d
e d

isq
u
es, il arrivait 

q
u
’o

n
 le reco

n
n
û
t et q

u
’o

n
 vîn

t lu
i p

arler – p
lu

s 

so
u
ve

n
t, b

iza
rre

m
e
n
t, d

a
n
s le

s tra
n
sp

o
rts e

n
 

co
m

m
u
n
 q

u
’ailleu

rs. C
e n

’était jam
ais d

ésagréab
le, 

b
ien

 sû
r, m

êm
e si c’était p

arfo
is em

b
arrassan

t m
ais 

ce m
atin

–là, M
ax q

u
i tro

u
vait le tem

p
s lo

n
g n

’au
rait 

p
as d

étesté u
n
 p

eu
 d

e co
n
versatio

n
. O

r n
o
n
 : sa 

M
arb

o
lo

 carb
o
n
isée, l’au

tre s’en
d
o
rm

i so
u
d
ain

 face 

à lu
i, b

o
u
ch

e o
u
verte, M

ax d
istin

gu
an

t n
ettem

en
t 

u
n
 p

lo
m

b
a
g
e
 so

m
b
re

 e
n
 h

a
u
t à

 d
ro

ite
 d

e
 sa 

m
âch

o
ire. E

h
 bien

, ta
n

t pis, c’est tou
jou

rs com
m

e 

ça
 d

e tou
te fa

çon
. Q

u
a

n
d

 on
 sa

it qu
’on

 est u
n

 peu
 

con
n

u
, c’est tou

jou
rs u

n
 peu

 plu
s ou

 u
n

 peu
 m

oin
s 

q
u

’on
 croit, c’est selon

. Q
u

’est–ce q
u

e je pou
rra

is 

bien
 fa

ire pou
r m

’occu
per ? H

au
ssan

t d
es ép

au
les 

in
térieu

res, ce fu
t la p

rem
ière d

es p
etites b

o
u
teilles 

d
’alco

o
l q

u
e M

ax alla ch
erch

er d
an

s sa p
o
ch

e.                                                                 

 
(E

ch
en

o
z, J. A

u
 pia

n
o

、
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者
に
よ
る)

こ
の
例
で
は
、
イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
部
分
が
自
由
直
接
話
法
で
あ
る
と
解
釈

で
き
る
。
こ
の
部
分
の
前
後
は
半
過
去
、
単
純
過
去
、
固
有
名
詞
（
登
場

人
物
の
名
前
）、
三
人
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
語
り
の
文
で
あ
る
と
解
釈

さ
れ
、
現
在
形
、
条
件
法
現
在
形
、
一
人
称
、
間
投
詞
、
疑
問
文
が
用
い

ら
れ
て
い
る
イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
発
話
は
語
り
の
文
と
は
明
確
に
区
別
可
能

で
あ
る
。
イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
部
分
は
、
登
場
人
物M

ax

の
思
考
が
表
さ

れ
て
お
り
、
上
で
見
た
自
由
間
接
話
法
と
異
な
り
、
語
り
手
の
存
在
を
示

す
要
素
が
な
い
。
自
由
間
接
話
法
で
も
、
語
り
手
の
介
入
な
し
に
、
登
場

人
物
の
発
話
や
思
考
が
表
現
さ
れ
、
感
情
が
強
く
表
れ
る
モ
ー
ダ
ル
な
表

現
（
感
嘆
表
現
、
間
投
詞
な
ど
）
が
用
い
ら
れ
う
る
が
、
自
由
直
接
話
法

の
方
が
、
完
全
に
語
り
手
の
介
入
を
感
じ
さ
せ
な
い
形
式
を
持
つ
こ
と
か

ら
も
、
登
場
人
物
の
主
観
性
を
よ
り
直
接
に
表
し
て
い
る
と
言
え
る
。
つ

ま
り
、
自
由
直
接
話
法
の
発
話
で
表
さ
れ
て
い
る
の
は
登
場
人
物
の
声
の

み
で
あ
る
。
英
語
の
話
法
に
つ
い
て
論
じ
たW

ales (1989

）
は
、
思
考

を
表
す
自
由
間
接
話
法
（free in

d
irect th

o
u
gh

t

）
と
自
由
直
接
話
法

（free d
irect th

o
u
gh

t

＝FD
T

）
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

T
h
e w

o
rd

s a
re su

p
p

o
se

d
 to

 re
p
re

se
n
t o

n
ly

 th
o
se 

th
o
u
g
h
ts th

at p
ass th

ro
u
g
h
 th

e C
H

A
R

A
C

T
E
R
’s m

in
d
, 

so
 P

O
IN

T
 O

F V
IE

W
 is lim

ited
. In

 co
n
trast w

ith
 F

R
E
E
 

IN
D

IR
E
C

T
 T

H
O

U
G

H
T, F

D
T
 ap

p
ears m

u
ch

 m
o
re d

ra-

m
atic.  

(W
ales 1989

：190)
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ま
た
、G

en
ette (1972

）
は
、
自
由
直
接
話
法
を“m

o
n
o
lo

gu
e 

im
m

ed
iate”

と
呼
び
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

(…
) :il su

ffit, q
u
elle q

u
e so

it so
n
 ex

ten
sio

n
, q

u
’il se 

p
ré

se
n
te

 d
e
 lu

i–m
ê
m

e
, san

s le
 tru

ch
e
m

e
n
t d

’u
n
e 

in
stan

ce n
arrative réd

u
ite au

 silen
ce, et d

o
n
t il en

 vien
t 

à assu
m

er la fo
n
ctio

n
. O

n
 vo

it ici la d
ifféren

ce cap
itale 

en
tre m

o
n
o
lo

gu
e im

m
éd

iat et style in
d
irect lib

re, q
u
e 

l’o
n
 a p

arfo
is le to

rt d
e co

n
fo

n
d
re, o

u
 rap

p
ro

ch
er 

in
d
û
m

en
t : d

an
s le d

isco
u
rs in

d
irect lib

re, le n
arrateu

r 

assu
m

e le d
isco

u
rs d

u
 p

erso
n
n
age, o

u
 si l’o

n
 p

réfère le 

p
erso

n
n
age p

arle p
ar la vo

ix d
u
 n

arrateu
r, et les d

eu
x 

in
stan

ces so
n
t alo

rs co
n
fo

n
d
u
es ; d

an
s le d

isco
u
rs 

im
m

éd
iat, le n

arrateu
r s’efface et le p

erso
n
n
ag

e se 

su
b
stitu

e à lu
i.  

(G
en

ette 1972 : 194)

自
由
直
接
話
法
は
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
け
る
話
法
の
中
で
最
も
直
接
的
な
方

法
で
登
場
人
物
の
声
を
伝
達
す
る
も
の
で
、
そ
こ
に
は
語
り
手
な
ど
他
の

意
識
主
体
の
介
入
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
他
の
三
つ
の
話
法

に
比
べ
て
、
自
由
直
接
話
法
が
用
い
ら
れ
る
頻
度
は
と
て
も
低
い
が
、
そ

れ
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
物
語
の
テ
ク
ス
ト
に
は
原
則
と
し
て
語
り
手
の
存
在

が
、
た
と
え
大
部
分
の
場
合
物
語
世
界
に
姿
を
見
せ
な
い
と
し
て
も
、
想

定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

1.3. 

話
法
間
の
境
界
と
解
釈
の
曖
昧
性

　

1.1.
、
1.2.
で
見
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
け
る
直
接
話
法
、
間
接
話

法
、
自
由
間
接
話
法
、
自
由
直
接
話
法
は
、
形
式
に
関
し
て
も
、
ま
た
ど

の
意
識
主
体
の
声
が
表
れ
て
い
る
か
に
関
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ

り
、
各
話
法
は
受
け
手
に
と
っ
て
容
易
に
区
別
が
で
き
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
各
用
法
は
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
な
マ
ー
カ
ー
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

話
法
の
発
話
の
大
部
分
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
こ
と
が
当
て
は
ま
る
の

だ
が
、
実
際
は
各
話
法
間
の
境
界
は
明
確
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、

（13）
、

（14）
で
見
た
よ
う
に
、
発
話
が
反
映
し
て
い
る
主
観
に
関
し
て
は
、
通
常
登

場
人
物
へ
の
主
観
化
が
ゼ
ロ
で
あ
る
語
り
の
文
と
話
法
の
間
に
も
明
確
な

境
界
線
を
引
く
の
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
語
り
の
文
の
中
で
も
、
次
の
例

が
示
す
よ
う
に
、
程
度
は
変
化
す
る
が
、
登
場
人
物
の
主
観
性
が
表
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
発
話
も
存
在
す
る
（cf. Tah

ara 2004

）。

（18）　

E
n
fi
n
 elle (=

Félicité) ren
tra, ép

u
isée, les savates en

 

lam
b
eau

x, la m
o
rt d

an
s l’âm

e ; et, assise au
 m

ilieu
 

d
u
 b

an
c, p

rès d
e M

a
d

a
m

e, elle raco
n
tait to

u
tes ses 

d
ém

arch
es, (…

).

 
( Flau

b
ert, G

. U
n

 cœ
u

r sim
ple

、
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者
に

よ
る)
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（18）
は
、
語
り
の
文
で
用
い
ら
れ
て
い
る
語
が
登
場
人
物
の
主
観
性
を
反

映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
発
話
の
例
で
あ
る
。
こ
の
例
に
お
け
る

M
a

d
a

m
e

と
い
う
語
は
、
こ
こ
で
は
登
場
人
物Félicité

の
主
観
性
を
反

映
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
物
語
の
中

でM
a

d
a

m
e

と
い
う
表
現
は
、Félicité

が
雇
い
主
のA

u
b
ain

夫
人
を

呼
ぶ
時
に
用
い
る
も
の
で
、
そ
れ
以
外
の
語
り
の
文
の
発
話
に
お
い
て
は

A
u
b
ain

夫
人
はM

ad
am

e A
u
b
ain

と
い
う
呼
び
方
で
指
し
示
さ
れ
て

い
る
。
読
者
は
こ
の
物
語
でM

a
d

a
m

e

と
い
う
呼
び
方
が
使
わ
れ
る
時
、

そ
れ
はFélicité

の
視
点
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
登
場

人
物
の
主
観
を
感
じ
取
る
の
で
あ
る
。
次
の
例
は
、

（18）
と
は
異
な
る
タ
イ

プ
だ
が
、
や
は
り
語
り
の
文
に
登
場
人
物
の
視
点
が
反
映
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

（19）　

Il revin
t p

rès d
e la p

o
rte, et regard

a d
e n

o
u
veau

 

sa
 m

o
n

tre
. Il n

’éta
it en

co
re q

u
e tro

is h
eu

res 

qu
in

ze. Il s’assit à l’en
trée d

e l’allée p
rin

cip
ale, en

 

reg
rettan

t q
u
’o

n
 n

e p
û
t p

as fu
m

er u
n
e cig

arette. 

O
n
 en

ten
d
ait to

u
jo

u
rs, au

 b
o
u
t d

e l’église, p
rès d

u
 

ch
œ

u
r la p

ro
m

en
ad

e len
te d

u
 gro

s m
o
n
sieu

r.  

  
(M

au
p
assan

t, G
. d

e. B
el–A

m
i

、
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者
に

よ
る
） 

（19）
に
お
い
て
は
、
１
行
目
の
発
話
で
、il

で
表
さ
れ
た
登
場
人
物
が
腕
時

計
で
時
間
を
確
か
め
た
と
い
う
出
来
事
が
語
ら
れ
て
い
る(rega

rd
a

 d
e 

n
ou

vea
u

 sa
 m

on
tre

）。
こ
の
発
話
の
内
容
が
ト
リ
ガ
ー
と
な
り
、
次

の
発
話
（Il n

’éta
it en

core qu
e trois h

eu
res qu

in
ze.

）
は
姿
を
現

さ
な
い
語
り
手
に
よ
る
純
粋
な
語
り
の
文
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
登
場

人
物
が
自
分
の
腕
時
計
で
確
か
め
た
時
刻
が
彼
の
視
覚
を
通
し
て
表
さ
れ

て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
つ
ま
り
、
読
者
は
、
こ
の
発
話
を
通
し
て
あ
た

か
も
そ
の
登
場
人
物
が
こ
の
場
面
で
目
に
し
た
時
計
の
文
字
盤
を
そ
の
人

物
の
視
点
を
通
し
て
見
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
光
景
は
見
て
い
る
本
人
の
意
志
と
は
関
係
な
い
場
合

で
も
視
界
に
入
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
思
考
や
発
言
と
本
質
的
な
違
い
が

あ
り
、
ま
た
主
観
化
の
度
合
い
も
低
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の

よ
う
な
発
話
も
登
場
人
物
の
存
在
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
語
り

の
文
の
中
で
は
自
由
間
接
話
法
に
近
い
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
ま
で
で
見
た
よ
う
に
、
語
り
の
文
か
ら
自
由
間

接
話
法
ま
で
、
完
全
な
客
観
性
を
保
っ
て
い
る
純
粋
な
語
り
の
文
か
ら
登

場
人
物
の
発
話
や
思
考
を
明
ら
か
に
表
し
て
い
る
典
型
的
な
自
由
間
接
話

法
ま
で
連
続
体
を
な
し
て
い
る
と
言
え
る
。

  

間
接
話
法
に
関
し
て
は
、
一
般
的
に
典
型
的
な
形
式
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
る
の
は
1.1.
で
挙
げ
た
よ
う
に
「
伝
達
節
＋q

u
e

＋
被
伝
達
節
」
と
い

う
形
で
あ
る
が
、
実
際
の
用
法
に
は
変
異
体
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（20） 　
U

n
 jo

u
r q

u
’il avait ren

d
ez–vo

u
s avec u

n
e d

u
ch

esse, 

il essaya m
êm

e d
e l’em

p
ru

n
ter à A

th
o
s. A

th
o
s, 
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san
s rien

 d
ire, vid

a ses p
o
ch

es, ram
assa to

u
s ses 

b
ijo

u
x
 : b

o
u
rses, aig

u
illettes et ch

aîn
es d

’o
r, il 

o
ffrit to

u
t à P

o
rth

o
s ; m

a
is qu

a
n

t à
 l’épée, lu

i d
it–

il, elle éta
it scellée à

 sa
 pla

ce et n
e d

eva
it la

 qu
itter 

q
u

e lorsq
u

e son
 m

a
ître q

u
ittera

it lu
i–m

êm
e son

 

logem
en

t.

 
( D

u
m

as, A
. Les trois m

ou
squ

eta
ires

、
イ
タ
リ
ッ
ク
は

筆
者
に
よ
る
）

こ
の
例
の
イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
発
話
は
、
伝
達
節”lu
i d

it–il”

が
挿
入
さ
れ

た
形
に
な
っ
て
お
り
、
従
属
節
を
導
くq

u
e

は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
こ

こ
に“lu

i d
it–il”

が
な
か
っ
た
ら
、
読
者
は
文
脈
情
報
か
ら
、
こ
の
発
話

は
登
場
人
物A

th
o
s

の
発
言
を
表
す
自
由
間
接
話
法
で
あ
る
と
解
釈
す
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
伝
達
節
が
挿
入
さ
れ
た
タ
イ
プ
の

発
話
は
、
小
説
な
ど
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
テ
ク
ス
ト
で
は
頻
繁
に
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
典
型
的
な
間
接
話
法
で
は
な
く
、
ま
た
、
伝
達
節
が

あ
る
こ
と
か
ら
自
由
間
接
話
法
で
も
な
い
。
こ
こ
で
は
、
間
接
話
法
と
自

由
間
接
話
法
の
境
界
の
曖
昧
性
が
見
て
取
れ
る
。

　

次
に
、
間
接
話
法
と
直
接
話
法
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な

例
を
見
る
と
、
こ
の
２
つ
の
話
法
の
間
に
も
明
確
な
境
界
線
が
な
い
と

考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
直
接
話
法
と
自
由
直
接
話
法
に
つ
い
て
、
平
塚

（2017:23

）
は
、
実
際
に
は
直
接
話
法
の
伝
達
節
は

（21）
の
よ
う
に
文
頭
に

来
る
だ
け
で
は
な
く
、

（22）
か
ら

（24）
の
よ
う
に
被
伝
達
節
の
途
中
、
ま
た
は

直
後
に
置
か
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（21）　

Sh
e ask

ed
, ‘D

o
 yo

u
 lo

ve m
e, C

h
arles?’    

( W
ales 1994:4298

） 

（22）　

‘D
o
 yo

u
 lo

ve m
e, C

h
arles?’ sh

e ask
ed

.

（23）　

‘D
o
 yo

u
,’ sh

e ask
ed

, ‘lo
ve m

e, C
h
arles?’ 

（24）　

‘D
o
 yo

u
 lo

ve m
e,’ sh

e ask
ed

, ‘C
h
arles?’

平
塚
（
同
上
）
は
、

（25）
の
自
由
直
接
話
法
の
発
話
を
挙
げ
、「
伝
達
節
の
有

無
を
基
準
と
す
れ
ば
、
一
見
、
直
接
話
法
と
自
由
直
接
話
法
の
区
別
は
明

瞭
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
伝
達
節
が
被
伝
達
節
の
途

中
や
後
に
現
れ
る
場
合
は
、
被
伝
達
節
の
独
立
性
が
高
ま
り
、
自
由
直
接

話
法
に
近
く
な
る
。
こ
の
場
合
、
伝
達
節
が
倒
置
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と

も
、
伝
達
節
が
従
属
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。」
と

述
べ
る
。

（25）　
‘D

o
 yo

u
 lo

ve m
e C

h
arles?’  

 （
平
塚
、2017 :23

）

次
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
現
象
は
フ
ラ
ン
ス
語
に
も
存
在
す
る
。
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（26）　

Le p
rin

cip
e est q

u
’il n

e d
o
it jam

ais so
rtir d

’argen
t 

d
es caisses, d

it–il.     

 
( C

en
d
rars, B

. R
h

u
m

、
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者
に
よ
る
）

（27）　

O
h
 ! d

it–elle, regard
e u

n
 p

eu
, Jean

 !    

   
( Z

o
la, E

. A
u

 bon
h

eu
r d

es d
a

m
es

、
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者

に
よ
る
）

平
塚
（2017

）
が
述
べ
る
よ
う
に
、

（1）
で
み
た
よ
う
な
典
型
的
な
形
式
を

持
つ
直
接
話
法
と
比
べ
る
と

（26）
、

（27）
の
よ
う
な
伝
達
節
が
い
わ
ば
自
由
直

接
話
法
に
挿
入
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
直
接
話
法
の
変
異
体
は
、
被
伝
説
節

の
従
属
性
が
弱
く
、
典
型
的
な
も
の
よ
り
自
由
直
接
話
法
に
近
い
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
で
観
察
し
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
い
て
は
、
直
接
話

法
、
間
接
話
法
、
自
由
直
接
話
法
、
自
由
間
接
話
法
の
そ
れ
ぞ
れ
の
話
法

が
独
自
の
マ
ー
カ
ー
を
持
っ
て
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
語
り
の
枠
組
み
の
な
か
で
は
、
話
法
に
関
し
て

無
標
な
発
話
、
つ
ま
り
語
り
の
文
の
場
合
は
、
語
り
手
の
中
立
的
な
声
が

表
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
架
空
の
読
者
以
外
の

受
け
手
を
想
定
し
て
お
ら
ず
、B

en
ven

iste (1966

）
の
言
うh

isto
ire

を
指
す
。
そ
し
て
、
発
話
に
お
い
て
語
り
手
以
外
の
意
識
主
体
の
声
が
反

映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
場
合
に
、
各
話
法
独
自
の
マ
ー
カ
ー
が
必
要

に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
語
り
手
と
異
な
る
登
場
人
物
な
ど
の
発

言
・
思
考
を
表
現
す
る
自
由
間
接
話
法
、
自
由
直
接
話
法
、
直
接
話
法
の

被
伝
達
節
で
は
、
直
示
表
現
や
感
嘆
表
現
、
疑
問
文
、
間
投
詞
な
ど
の
語

り
手
以
外
の
意
識
主
体
の
主
観
性
を
表
す
表
現
が
マ
ー
カ
ー
と
な
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
自
由
間
接
話
法
や
間
接
話
法
の
被
伝
達
節
で
用
い
ら
れ
る

過
去
時
制
、
三
人
称
は
、
そ
こ
に
語
り
手
の
介
入
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ

せ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
通
常
は
形
式
的
に
明
確
に
区
別
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
語

の
各
話
法
だ
が
、
1.3.
で
見
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
そ
の
境
界
は
曖
昧
で
あ

る
こ
と
も
あ
る
。
大
部
分
の
場
合
は
ど
の
話
法
に
属
す
る
の
か
は
形
式
上

一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
1.3.
で
見
た
例
の
よ
う
な
発
話
が
あ
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
語
り
の
文
か
ら
各
話
法
は
一
種
の
連
続
体
を
成
し
て
お
り
、
繋
が

り
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

 2．
日
本
語
に
お
け
る
話
法

 1.
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
各
話
法
に
つ
い
て
観
察
し
、
話
法
の
あ
り
方
に

関
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
 2.
で
は
、
日
本
語
に

お
け
る
話
法
に
つ
い
て
同
様
の
観
察
を
し
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
場
合

と
対
比
す
る
こ
と
で
、
話
法
か
ら
見
え
る
日
本
語
の
伝
達
に
お
け
る
主
観

性
の
表
れ
方
の
特
性
に
関
し
て
考
察
し
て
ゆ
く
。

2.1.　

日
本
語
の
話
法
の
特
徴

2.1.
で
は
、
 1.
で
観
察
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
話
法
と
照
ら
し
合
わ
せ
つ
つ
、
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主
に
日
本
語
の
話
法
の
形
式
的
な
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
く
。
 1.
で

見
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
け
る
各
話
法
は
、
一
般
的
に
は
各
々
が

独
自
の
統
辞
的
特
徴
、
つ
ま
り
マ
ー
カ
ー
を
持
つ
た
め
、
形
式
的
に
明
確

に
区
別
さ
れ
得
る
が
、
実
際
に
は
語
り
の
文
と
全
て
の
話
法
は
連
続
体
を

成
し
て
お
り
、
異
な
る
話
法
の
間
の
境
界
上
に
存
在
し
、
曖
昧
性
を
持
つ

発
話
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
日
本
語
の
話
法
が
、
フ
ラ
ン

ス
語
の
話
法
と
同
様
に
、
異
な
る
話
法
の
形
式
と
し
て
原
則
的
に
明
確
な

区
別
を
持
つ
の
か
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
ゆ
く
。

　

ま
ず
、
日
本
語
に
お
け
る
直
接
話
法
と
間
接
話
法
の
可
能
性
に
つ
い
て

観
察
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
直
接
話
法
と
間
接
話
法
の
明
白
な
マ
ー
カ
ー

で
あ
る
引
用
符
（
ギ
ユ
メ
や
テ
ィ
レ
）
の
有
無
は
、
日
本
語
に
お
い
て
も
、

直
接
話
法
に
は
引
用
符
（
日
本
語
の
場
合
は
鉤
括
弧
「　

」）
が
用
い
ら
れ
、

間
接
話
法
に
は
用
い
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
同
様
の
現
象
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

（28）　
「
明
日
か
ら
よ
ろ
し
く
ね
。 

」
と
彼
女
は
私
に
や
さ
し
く
言
う

と
雄
一
に
向
き
直
り
「
ご
め
ん
ね 

、
雄
一 

。
全
然
抜
け
ら
ん

な
い
の
よ 

。
ト
イ
レ
行
く
っ
て
言
っ
て
ダ
ッ
シ
ュ
し
て
き
た

の
よ 

。
今 

。
朝
な
ら
時
間
と
れ
る
か
ら 

、
み
か
げ
さ
ん
に
は

泊
ま
っ
て
も
ら
っ
て
ね
。 

」
と
せ
か
せ
か
言
い 

、
赤
い
ド
レ
ス

を
ひ
る
が
え
し
て
玄
関
に
走
っ
て
い
っ
た 

。

　
　

 （
吉
本
ば
な
な
、『
キ
ッ
チ
ン
』、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（29）　

妻
は
こ
の
旅
行
を
、
む
か
し
、
で
き
な
か
っ
た
新
婚
旅
行
の
や

り
直
し
だ
と
、
ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い
リ
ス
ボ
ン
や
コ
イ
ン
ブ

ラ
の
街
々
を
、
地
図
を
ひ
ろ
げ
、
ま
る
で
幸
福
の
徴
の
よ
う
に

赤
丸
を
つ
け
て
い
た
。
そ
し
て
米
国
の
出
張
所
に
２
年
ほ
ど
勤

務
し
た
こ
と
の
あ
る
磯
部
に
や
さ
し
い
英
会
話
を
練
習
さ
せ
て

く
れ
と
言
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　

 （
遠
藤
周
作
、『
深
い
河
』、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

（28）
、

（29）
の
傍
線
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
直
接
話
法
と
間
接
話
法
の
発
話
で
あ
る
。

（28）
の
直
接
話
法
で
は
被
伝
達
節
は
引
用
符
（「　

」）
の
中
に
入
れ
ら
れ
て

い
る
が
、

（29）
の
間
接
話
法
で
は
被
伝
達
節
に
は
引
用
符
が
つ
い
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
は
日
本
語
の
直
接
話
法
、
間
接
話
法
の
形
式
の
原
則
的
な
も
の
で

あ
り
、
こ
の
場
合
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
同
様
、
引
用
符
の
有
無
は
そ
れ
ぞ
れ

の
話
法
を
特
徴
付
け
る
マ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
ま
た
、

（28）
の
２
つ
の
直
接
話

法
の
被
伝
達
部
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
直
接
話
法
と
同
様
に
、
引
用
さ
れ

た
発
話
は
そ
の
発
話
者
が
発
し
た
ま
ま
の
形
で
再
現
さ
れ
て
い
る
と
み
な

す
こ
と
が
で
き

3
、
そ
の
た
め
引
用
さ
れ
た
発
話
者
の
対
話
相
手
に
対
す

る
心
的
態
度
を
表
す
終
助
詞
「
よ
」、「
ね
」
や
直
示
表
現
「
明
日
」
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。

（29）
の
間
接
話
法
の
発
話
の
被
伝
達
節
は
、
直
前
の
発
話
の

内
容
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
主
人
公
の
妻
の
発
話
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
〜
さ
せ
て
く
れ
」
と
い
う
表
現
は
、
女
性
が

用
い
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、

こ
の
被
伝
達
節
の
発
話
者
と
は
異
な
る
発
話
者
（
語
り
手
）
の
介
入
を
示
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し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
場
合
と
異
な
る
側
面
も
複
数
あ
る
。
フ
ラ
ン

ス
語
で
は
、
被
伝
達
節
を
導
くq

u
e

は
間
接
話
法
で
の
み
用
い
ら
れ
る
の

で
、
間
接
話
法
の
マ
ー
カ
ー
で
あ
る
と
言
え
る
が
、

（28）
と

（29）
が
示
す
よ
う

に
、
日
本
語
で
は
、
直
接
話
法
と
間
接
話
法
の
ど
ち
ら
も
に
お
い
て
被
伝

達
節
は
「
と
」
が
付
く
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
、
間
接
話
法
の
特
徴

の
１
つ
で
、
発
話
全
体
が
発
話
者
の
視
点
か
ら
選
ば
れ
た
表
現
で
構
成
さ

れ
る
こ
と
を
示
す
被
伝
達
節
に
お
け
る
人
称
や
時
制
の
一
致
が
日
本
語
の

間
接
話
法
で
は
必
須
で
は
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
典
型
的
な
直
接
話
法
と

間
接
話
法
を
フ
ラ
ン
ス
語
の
そ
れ
と
比
較
し
て
も
、
日
本
語
の
場
合
、
２

つ
の
話
法
を
区
別
す
る
特
徴
は
少
な
い
と
言
え
る
が
、
さ
ら
に
次
の
よ
う

な
例
を
見
る
と
、
日
本
語
の
話
法
が
厳
格
な
規
則
に
縛
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
が
分
か
る
。 

（30）　

男
は 

、
ど
う
も 

、
こ
れ
は
こ
れ
は 

、
お
越
し
い
た
だ
い
て
恐

縮
で
す 

、
と
言
い
な
が
ら 

、
銀
縁
眼
鏡
を
か
け
た
顔
い
っ
ぱ

い
に
愛
想
笑
い
を
広
げ
て
い
る
。　

 

（
原
田
マ
ハ
、『
楽
園
の
キ
ャ
ン
バ
ス
』）

（31）　

ま
た
家
政
婦
が
出
て
、
ム
ッ
シ
ュ
ウ
・
ピ
カ
ソ
は
電
話
に
出
ら

れ
ま
せ
ん
、
と
言
っ
た
。

（
原
田
マ
ハ
、 『
ジ
ヴ
ェ
ル
ニ
ー
の
食
卓
』）

（30）
と

（31）
の
発
話
に
は
「
と
言
い
な
が
ら
」、「
と
言
っ
た
」
と
い
う
発
話
を

示
す
動
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
話
法
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
が
、
被
伝
達
節
の
特
徴
を
観
察
す
る
と
、
直
接
話
法
な
の
か
間
接
話

法
な
の
か
の
判
断
が
つ
け
に
く
い
。
こ
れ
ら
の
発
話
は
、「
お
越
し
い
た

だ
い
て
恐
縮
で
す
」、「
出
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
対
話
相
手
を
想
定
し
た

敬
意
の
表
現
、
口
語
的
な
表
現
（「
ど
う
も
、
こ
れ
は
こ
れ
は
」）、
発
話

者
が
第
三
者
を
指
示
す
る
の
に
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
呼
称
（「
ム
ッ

シ
ュ
ウ
・
ピ
カ
ソ
」）
を
含
ん
で
い
る
が
、
通
常
こ
れ
ら
の
表
現
が
現
わ

れ
得
る
の
は
直
接
話
法
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

発
話
は
直
接
話
法
の
マ
ー
カ
ー
で
あ
る
は
ず
の
引
用
符
（「　

」）
を
含
ん

で
お
ら
ず
、
被
伝
達
節
と
引
用
を
示
す
「
と
」
の
間
に
は
句
読
点
が
あ
る

の
み
で
あ
る
。
発
言
を
引
用
す
る
話
法
だ
け
で
な
く
、
思
考
を
引
用
す
る

話
法
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
な
形
の
発
話
を
容
易
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
る
。（32）　

雪
起
こ
し
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。
雪
か
き
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
ほ
ど
積
も
っ
て
は
い
な
い
み
た
い
だ
け
ど
、
と
俺
は
思
っ
た
。

（
三
浦
し
を
ん
、『
神
去
な
あ
な
あ
日
常
』）

（30）
か
ら

（32）
の
こ
の
形
式
の
発
話
の
被
伝
達
節
を
見
る
と
、
通
常
直
接
話
法

で
し
か
許
容
さ
れ
な
い
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
用
符
の

な
い
直
接
話
法
で
あ
る
、
ま
た
は
、
引
用
符
の
存
在
が
直
接
話
法
の
マ
ー

カ
ー
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
形
式
的
に
間
接
話
法
に
近
づ
い
た
直
接
話
法
の
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変
異
体
で
あ
る
と
捉
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
る
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
形
式
の
話
法
が
容
易
に
見
つ
け
出
せ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
日
本
語
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
異
な
り
、
引
用
符
の
有
無
は

話
法
の
種
類
を
区
別
す
る
機
能
を
持
た
な
い
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
山

岡
（2009

：66

）
は
、
こ
の
現
象
に
つ
い
て
「
日
本
の
近
現
代
小
説
で
は
、

引
用
符
が
付
い
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
発
話
の
場
合
、
直
接
的
な
も
の
ら

し
く
見
せ
る
目
印
と
な
る
が
、
思
考
の
場
合
、
特
に
、
目
印
と
は
な
ら
ず
、

引
用
符
は
、
基
本
的
に
、
不
要
で
あ
る
。
が
、
発
話
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

引
用
符
を
付
け
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
、
誰
か
が
言
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま

ま
表
出
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
の
直
接
的
発
話
ら
し
く
見
せ
る
た
め
で

あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本
語
の
場
合
、
フ
ラ
ン

ス
語
の
話
法
の
よ
う
に
、
間
接
話
法
と
直
接
話
法
が
必
ず
し
も
形
式
上
明

確
に
区
別
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
 1.
で
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
い
て
観
察
し
た
自
由
間
接
話
法
と
自
由

直
接
話
法
の
存
在
に
つ
い
て
も
、
日
本
語
の
場
合
を
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

　

 1.
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
け
る
自
由
間
接
話
法
と
自

由
直
接
話
法
は
、
そ
の
マ
ー
カ
ー
と
な
る
時
制
、
人
称
な
ど
の
要
素
や
語

り
手
の
介
入
度
に
違
い
は
あ
る
が
、
登
場
人
物
な
ど
第
三
者
の
発
話
や
思

考
を
語
り
手
が
代
弁
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
ま
た
は
完
全
に
登

場
人
物
の
主
観
を
通
し
て
表
す
も
の
で
あ
る
。
日
本
語
に
お
い
て
も
、
類

似
し
た
特
徴
を
持
つ
発
話
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
は
小
説
な

ど
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
頻
繁
に
見
受
け
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。

（33）　

そ
の
駒
が
ス
タ
ー
ト
位
置
の
ま
ま
一
つ
も
動
か
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
、
少
年
は
残
念
で
な
ら
な
か
っ
た
。
も
し
白
がe4

で
、

黒
が
ナ
イ
トf6

で
受
け
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ

こ
か
ら
ア
リ
ョ
ー
ヒ
ン
の
最
後
の
言
葉
が
読
み
取
れ
た
の
に
、

と
思
っ
た
。
死
へ
向
か
う
時
の
情
景
を
、
ア
リ
ョ
ー
ヒ
ン
な
ら

ど
ん
な
美
し
い
言
葉
で
棋
譜
に
残
し
た
だ
ろ
う
か
。
少
年
は
自

分
で
想
像
す
る
幻
の
棋
譜
を
、
何
度
と
な
く
天
井
チ
ェ
ス
盤
に

浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。

 

（
小
川
洋
子
、『
猫
を
抱
い
て
象
と
泳
ぐ
』、
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆

者
に
よ
る
）

（34）　

自
分
も
駆
け
下
り
て
ゆ
き
た
い
思
い
を
新
治
は
抑
え
た
。
こ
ん

な
に
待
っ
た
の
だ
か
ら
、
彼
は
悠
々
と
一
番
上
で
待
つ
権
利
が

あ
る
の
だ
。
顔
が
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
ら
、
思
わ
ず
大
声

で
名
前
を
呼
び
か
け
よ
う
と
す
る
自
分
を
抑
え
て
、
駆
け
下
り

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
す
ま
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ど
こ
で
顔
が
は

っ
き
り
見
え
る
だ
ろ
う
。
百
段
目
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。          

      （
三
島
由
紀
夫
、『
潮
騒
』、
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者
に
よ
る
）

（33）
に
お
い
て
は
、
イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
発
話
は
、「
少
年
」
で
示
さ
れ
て
い

る
登
場
人
物
の
思
考
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
発
話
の
直
前
の
発
話
は
「
と

思
っ
た
。」
で
終
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
文
脈
に
少
年
の
思
考
が
導
入
さ
れ

て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
さ
ら
に
イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
発
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話
に
含
ま
れ
て
い
る
「
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
必
然
的
に
あ
る
意
識
主
体
に

由
来
す
る
モ
ー
ダ
ル
な
表
現
が
ト
リ
ガ
ー
と
な
り
、
受
け
手
は
こ
の
発
話

を
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
自
由
間
接
話
法
や
自
由
直
接
話
法
の
よ
う
に
、「
少

年
」
の
思
考
の
直
接
的
な
表
れ
と
し
て
解
釈
す
る
。

（34）
の
イ
タ
リ
ッ
ク
体

の
発
話
も
同
様
な
解
釈
を
受
け
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
発

話
に
は
「
か
も
し
れ
な
い
」、「
だ
ろ
う
」、「
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
モ
ー

ダ
ル
な
表
現
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
こ
の
文
脈
に
存
在
す
る
主
人

公
の
新
治
の
主
観
に
結
び
つ
け
、
発
話
内
容
を
新
治
の
思
考
と
し
て
解
釈

す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
例
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な

タ
イ
プ
の
発
話
に
は
、
一
人
称
代
名
詞
「
私
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例
を

容
易
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（35）　

真
絵
は
何
も
答
え
な
か
っ
た 
。
織
絵
は
顔
に
は
出
さ
な
か

っ
た
が 

、
心
底
が
っ
か
り
し
た 

。
や
は
り 

、
こ
の
子
は
エ

ル 

・
グ
レ
コ
の
前
で
平
気
で
ガ
ム
を
嚙
む
よ
う
な
子
な
の
だ 

。

私
の
大
切
な
友
人
の
前
で
に
こ
り
と
も
し
な
い
よ
う
な
子
な
の

だ
。

 

（
原
田
マ
ハ
、『
楽
園
の
カ
ン
ヴ
ァ
ス
』、
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者

に
よ
る
）

２
つ
目
の
発
話
で
「
織
絵
」
と
い
う
名
前
で
示
さ
れ
て
い
る
登
場
人
物
が
、

4
つ
目
の
発
話
で
は
「
私
」
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
登
場

人
物
が
自
分
自
身
を
指
示
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
そ
の

こ
と
か
ら
こ
の
発
話
は
織
絵
の
思
考
を
彼
女
自
身
の
視
点
か
ら
直
接
表
現

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
人
称
代
名
詞
が
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
フ

ラ
ン
ス
語
の
自
由
直
接
話
法
に
近
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
フ
ラ
ン

ス
語
の
自
由
間
接
話
法
と
同
様
に
、
あ
る
意
識
主
体
の
発
話
を
伝
達
節
な

し
で
提
示
す
る
場
合
も
あ
る
。

（36）　

果
歩
は
片
時
も
お
菓
子
を
は
な
さ
ず
、
静
枝
は
常
に
神
経
を
と

が
ら
せ
て
そ
れ
を
と
り
あ
げ
た
。
し
ま
い
に
果
歩
は
目
に
涙
を

た
め
、
と
り
あ
げ
な
い
で
と
懇
願
す
る
。
甘
い
の
も
が
そ
ば
に

な
い
と
不
安
な
の
よ
。
麻
薬
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
で
落

ち
着
く
な
ら
か
ま
わ
な
い
で
し
ょ
う
。

 

（
江
國
香
織
『
ホ
リ
ー
・
ガ
ー
デ
ン
』、、
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者

に
よ
る
）

こ
の
例
で
は
、
果
歩
が
静
枝
に
懇
願
す
る
シ
ー
ン
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
２
人
の
登
場
人
物
の
間
に
会
話
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
り
、
そ
こ
か
ら
イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
発
話
は
果
歩
が
静
枝
に
対
し
て
発
し

た
発
話
と
し
て
の
解
釈
が
生
み
出
さ
れ
る
。

（33）
、

（34）
、

（35）
、

（36）
の
例
に
あ

る
よ
う
な
、
登
場
人
物
の
発
話
や
思
考
を
伝
達
節
な
し
で
表
現
す
る
発
話

は
、
日
本
語
の
物
語
文
に
お
い
て
非
常
に
頻
繁
に
見
受
け
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
あ
る
登
場
人
物
の
主
観
に
由
来
す
る
モ
ー
ダ
ル
な
表
現
が
そ
の
解

釈
の
ト
リ
ガ
ー
に
な
る
点
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
自
由
間
接
話
法
や
自
由

直
接
話
法
と
類
似
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
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し
か
し
、
日
本
語
に
お
け
る
こ
の
種
の
発
話
が
、
自
由
間
接
話
法
で
あ

る
の
か
、
ま
た
は
自
由
直
接
話
法
で
あ
る
の
か
、
そ
も
そ
も
そ
の
区
別
は

日
本
語
に
存
在
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
の

よ
り
大
き
な
相
違
点
が
見
え
て
く
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
い
て
は
、
自
由

間
接
話
法
と
自
由
直
接
話
法
の
大
き
な
違
い
は
発
話
で
用
い
ら
れ
る
時
制

で
あ
る
。
自
由
間
接
話
法
で
用
い
ら
れ
る
典
型
的
な
時
制
は
半
過
去
や
大

過
去
で
あ
る
が
、
自
由
直
接
話
法
で
は
現
在
で
あ
る
。
上
の
日
本
語
の
例

（33）
、

（34）
、

（35）
、

（36）
の
イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
発
話
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る

の
は
過
去
や
完
了
を
表
す
タ
形
で
は
な
く
、
通
常
現
在
を
表
す
ル
形
で
あ

る
。
こ
れ
は
日
本
語
に
お
い
て
自
由
間
接
話
法
の
よ
う
な
役
割
を
持
つ
発

話
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る

4
。
こ
こ
で
は
、
日
本
語
に
お
い
て

は
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
い
て
の
よ
う
な
自
由
間
接
話
法
と
自
由
直
接
話
法

の
２
つ
の
話
法
の
区
別
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
こ
で
見
た
よ
う
に
、
日
本
語
に
も
動
詞
の
ル
形
と
い
う
マ
ー
カ
ー
と
モ

ー
ダ
ル
な
表
現
な
ど
の
他
の
マ
ー
カ
ー
を
持
ち
、
登
場
人
物
の
発
言
や
思

考
を
表
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
を
受
け
る
発
話
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
タ
イ
プ
の
発
話
は
便
宜
上
日
本
語
の
自
由
間
接
話

法
で
あ
る
と
す
る
。

　

上
で
見
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
自
由
間
接
話
法
の
発
話
の
場
合
、

原
則
的
に
は
、
そ
の
マ
ー
カ
ー
と
な
る
時
制
や
感
嘆
文
、
疑
問
文
な
ど
の

主
観
性
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
る
表
現
の
存
在
や
伝
達
節
が
な
い
こ
と
な

ど
に
よ
っ
て
、
形
式
的
に
他
の
話
法
や
語
り
の
文
と
の
相
違
を
認
識
で
き

る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
議
論
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
日
本
語
の
自
由
間
接

話
法
の
場
合
、
上
で
見
た
よ
う
な
特
徴
、
特
に
時
制
（
ル
形
）
は
必
ず
し

も
そ
の
マ
ー
カ
ー
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
こ
で
ま
ず
問
題
と
な
る
日

本
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
大
き
な
違
い
は
、
物
語
中
の
語
り
の
文
に
お
い
て

用
い
ら
れ
る
時
制
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
場
合
、
通
常
語
り
の
文
に
用

い
ら
れ
る
基
本
的
な
時
制
は
単
純
過
去
で
あ
る
。B

en
ven

iste (1966

）

は
、
発
話
レ
ベ
ル
（p

lan
s d

’én
o
n
ciatio

n

）
をh

isto
ire

（
物
語
）
の

レ
ベ
ル
とd

isco
u
rs

（
話
）
の
レ
ベ
ル
に
分
け
、h

isto
ire 

の
発
話
レ
ベ

ル
で
は
、
過
去
の
出
来
事
は
発
話
者
も
語
り
手
も
介
入
す
る
こ
と
な
く
語

ら
れ
、
そ
れ
に
反
し
てd

isco
u
rs

の
レ
ベ
ル
で
は
、
発
話
に
よ
っ
て
受

け
手
に
働
き
か
け
よ
う
と
意
図
す
る
発
話
者
の
存
在
が
前
提
に
な
っ
て
い

る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
時
制
の
中
でh

isto
ire

の
レ
ベ
ル
に
の
み
属
す

る
の
は
単
純
過
去
だ
け
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
受
け
手
（
読
者
）
に
と

っ
て
は
、
半
過
去
（
ま
た
は
大
過
去
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
自
由
間
接
話

法
が
語
り
の
文
の
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
た
場
合
、
語
り
の
文
に
は
単
純
過

去
、
自
由
間
接
話
法
に
は
半
過
去
と
い
う
マ
ー
カ
ー
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
の
発
話
の
区
別
は
明
白
で
あ
る
。

（37）　

L’ecclésiastiq
u
e refu

sa fo
rt civilem

en
t. Il ven

a
it 

ch
erch

er son
 pa

ra
plu

ie, q
u

’il a
va

it ou
b
lié l’a

u
tre 

jou
r a

u
 cou

ven
t d

’E
rn

em
on

t, et, ap
rès avo

ir p
rié 

m
ad

am
e Lefran

ço
is d

e le lu
i faire rem

ettre au
 

p
resb

ytère d
an

s la so
irée, il so

rtit p
o
u
r se ren

d
re à 

l’église, o
ù
 l’o

n
 so

n
n
ait l’A

n
gelu

s.
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(Flau

b
ert, M

a
d

a
m

e B
ova

ry

、
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者
に
よ

る)
（37）
の
イ
タ
リ
ッ
ク
体
の
発
話
は
司
祭
が
ル
フ
ラ
ン
ソ
ワ
夫
人
に
対
し
て
発

し
た
発
話
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
自
由
間
接
話
法
の
発
話
で
あ
る
。
こ
の
発

話
が
自
由
間
接
話
法
と
し
て
の
解
釈
を
受
け
る
た
め
に
は
、
ル
フ
ラ
ン
ソ

ワ
夫
人
が
勧
め
た
飲
み
物
を
司
祭
が
丁
寧
に
断
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
こ
の

2
人
の
登
場
人
物
の
間
に
会
話
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
直
前

の
発
話
が
与
え
る
文
脈
情
報
の
存
在
が
大
き
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
前

後
の
発
話
で
は
動
詞
が
語
り
の
文
の
典
型
的
な
時
制
で
あ
る
単
純
過
去

（refu
sa, so

rtit

）
に
置
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
発
話
の
動
詞

が
半
過
去
（ven

ait

）
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
自
由
間
接
話
法
と
し
て

の
解
釈
を
決
定
付
け
て
い
る
と
言
え
る
。
1.3.
で
見
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス

語
に
お
け
る
語
り
の
文
と
各
話
法
を
含
む
発
話
の
間
に
は
必
ず
し
も
明
確

な
境
界
線
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
原
則
的
に
は
、

（37）
が

示
す
よ
う
に
、
語
り
の
文
に
は
単
純
過
去
と
い
う
典
型
的
な
時
制
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
自
由
間
接
話
法
と
語
り
の
文
の
区
別
を
認
識
で
き
る
こ
と
が

多
い
。

　

日
本
語
の
物
語
の
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
自
由
間
接
話
法
と
語
り
の
文
に

つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
時
制
体
系
に
は

大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

上
で
み
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
物
語
の
語
り
の
文
が
過
去
時
制
（
主

に
単
純
過
去
）
に
置
か
れ
、
歴
史
的
現
在
や
不
変
の
真
理
を
表
す
場
合
ま

た
は
自
由
直
接
話
法
の
場
合
な
ど
の
現
在
形
の
特
殊
な
用
法
を
除
い
て
、

過
去
時
制
に
現
在
や
未
来
時
制
が
混
在
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
日
本
語
に
お
け
る
物
語
の
語
り
の
文
で
は
、
動
詞
の
タ
形
と
ル

形
の
混
在
は
頻
繁
に
起
こ
る
。

（38）　

も
う
じ
き
伝
右
衛
門
と
新
し
い
花
嫁
が
駅
に
着
く
、
そ
し
て

今
日
か
ら
何
も
か
も
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
思
っ
た
と
た

ん
、
初
枝
は
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
涙
を
こ
ぼ
す
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
そ
れ
を
途
中
で
こ
ら
え
た
の
は
、
角
の
肥
料
屋
を
曲
が
り
、

豆
腐
屋
の
鶏
を
蹴
散
ら
す
よ
う
に
し
な
が
ら
、
こ
ち
ら
に
走

っ
て
く
る
少
年
が
見
え
た
か
ら
だ
。
着
慣
れ
な
い
小
倉
の
袴
が
、

う
ま
く
さ
ば
か
れ
ず
、
時
々
少
年
は
こ
ろ
び
そ
う
に
な
る
。
伝

右
衛
門
の
甥
に
あ
た
る
八
郎
で
あ
っ
た
。
八
郎
は
何
か
ら
か
必

死
で
逃
げ
る
よ
う
に
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
く
る
。
小
竹
の
駅
ま

で
迎
え
に
出
か
け
た
彼
が
こ
こ
ま
で
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

伝
右
衛
門
と
小
竹
ま
で
迎
え
に
行
っ
た
人
々
を
乗
せ
た
汽
車
が
、

幸
袋
駅
に
到
着
し
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
う
い
え

ば
さ
っ
き
ま
で
と
空
気
の
様
子
が
違
う
。
陽
が
や
や
翳
っ
た
の

と
同
じ
く
し
て
、
多
く
の
人
々
の
気
配
が
風
に
の
っ
て
伝
わ
っ

て
き
た
。

 

（
林
真
理
子
、『
白
蓮
れ
ん
れ
ん
』、
傍
線
と
太
字
は
筆
者
に
よ
る
）

（39）　

吉
岡
と
会
う
四
日
前
、
ミ
ツ
は
大
学
病
院
に
で
か
け
た
。
吉
岡
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と
会
っ
た
夕
暮
の
よ
う
に
、
そ
の
日
も
霧
が
降
っ
て
い
た
。
一

か
月
ぐ
ら
い
前
か
ら
腕
の
赤
い
痣
は
な
ぜ
か
少
し
ず
つ
膨
ら
ん

で
い
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
十
円
銅
貨
大
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
押
し

て
も
、
ふ
れ
て
も
別
に
痛
く
も
痒
く
も
な
い
。
そ
の
く
せ
膨
ら

み
は
次
第
に
大
き
さ
と
厚
さ
と
を
ま
す
よ
う
で
あ
る
。

　

 

（
遠
藤
周
作
『
わ
た
し
が
・
棄
て
た
・
女
』、
傍
線
と
太
字
は
筆

者
に
よ
る
）

（38）
の
例
に
お
い
て
は
、
1
つ
目
、
4
つ
目
そ
し
て
最
後
の
発
話
の
述
部

（
で
あ
っ
た
／
で
あ
っ
た
／
伝
わ
っ
て
き
た
）
が
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に

タ
形
に
、
そ
れ
以
外
の
発
話
の
述
部
（
か
ら
だ
／
こ
ろ
び
そ
う
に
な
る
／

他
な
ら
な
い
／
違
う
）
は
ル
形
に
置
か
れ
て
い
る
。
ル
形
の
発
話
の
な
か

で
、
特
に
3
つ
目
の
発
話
（
着
慣
れ
な
い
小
倉
の
袴
が 
、
う
ま
く
さ
ば

か
れ
ず 

、
時
々
少
年
は
こ
ろ
び
そ
う
に
な
る 

。）
と
5
つ
目
の
発
話
（
八

郎
は
何
か
ら
か
必
死
で
逃
げ
る
よ
う
に
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
く
る 
。）
は
、

登
場
人
物
の
初
江
が
物
語
の
こ
の
場
面
の
中
で
今
ま
さ
に
目
に
し
て
い
る

光
景
を
描
い
て
い
る
も
の
、
つ
ま
り
初
江
の
主
観
と
強
く
結
び
つ
い
て
い

る
と
言
え
る
。
6
つ
目
の
発
話
（
小
竹
の
駅
ま
で
迎
え
に
出
か
け
た
彼
が

こ
こ
ま
で
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
は 

、
伝
右
衛
門
と
小
竹
ま
で
迎
え
に

行
っ
た
人
々
を
乗
せ
た
汽
車
が 

、
幸
袋
駅
に
到
着
し
た
と
い
う
こ
と
に

他
な
ら
な
い
）
と
7
つ
目
の
発
話
（
そ
う
い
え
ば
さ
っ
き
ま
で
と
空
気
の

様
子
が
違
う
）
の
内
容
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
こ
れ
ら
は
初
江
が
そ
の
時

考
え
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
発
話
を
見
る
と
、
ル
形
の
発
話
は
、
語
り
手
で
は
な
く
、
登
場

人
物
が
物
語
世
界
の
あ
る
場
面
、
あ
る
時
点
で
知
覚
し
た
物
事
や
感
じ
た

こ
と
を
表
し
て
い
る
、
つ
ま
り
そ
の
人
物
の
視
点
や
意
識
か
ら
描
い
た
出

来
事
を
提
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
例
の
最
後
の
発

話
（
陽
が
や
や
翳
っ
た
の
と
同
じ
く
し
て
、
多
く
の
人
々
の
気
配
が
風
に

の
っ
て
伝
わ
っ
て
き
た 

。）
も
こ
の
場
面
で
初
江
に
伝
わ
っ
て
き
た
、
す

な
わ
ち
彼
女
が
感
じ
取
っ
た
気
配
を
表
し
て
い
る
が
、
ル
形
で
は
な
く
タ

形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（39）
で
は
、
最
初
の
３
つ
の
発
話
の
述
語
動
詞
は

タ
形
で
あ
る
が
、
最
後
の
２
つ
の
発
話
は
ル
形
に
置
か
れ
て
い
る
。
ル
形

の
２
つ
の
発
話
（
ち
ょ
う
ど
十
円
銅
貨
大
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
押
し
て
も
、

ふ
れ
て
も
別
に
痛
く
も
痒
く
も
な
い
。
／
そ
の
く
せ
膨
ら
み
は
次
第
に
大

き
さ
と
厚
さ
と
を
ま
す
よ
う
で
あ
る
。）
は
、「
痛
く
も
痒
く
も
な
い
」
と

い
う
主
人
公
ミ
ツ
の
感
覚
を
表
す
表
現
、
そ
し
て
「
よ
う
で
あ
る
」
と
い

う
ミ
ツ
の
心
的
態
度
を
表
す
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ミ
ツ

の
視
点
か
ら
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
ル
形
は
や

は
り
読
者
が
登
場
人
物
の
主
観
に
直
接
ア
ク
セ
ス
出
来
る
た
め
に
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
持
つ
。
し
か
し
、
こ
の
例
に
お
い
て

も
、
以
上
の
二
つ
の
ル
形
の
発
話
の
直
前
の
タ
形
（
正
確
に
言
え
ば
テ
イ

タ
形
）
に
置
か
れ
た
発
話
（
一
か
月
ぐ
ら
い
前
か
ら
腕
の
赤
い
痣
は
な
ぜ

か
少
し
ず
つ
膨
ら
ん
で
い
っ
た
。）
も
、
特
定
の
意
識
主
体
の
主
観
を
前

提
と
す
る
「
な
ぜ
か
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
ミ
ツ
の
主
観

（
こ
こ
で
は
特
に
自
分
の
腕
の
痣
を
観
察
す
る
彼
女
の
視
覚
）
を
通
し
て

発
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
る
。
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工
藤
（1993:46–47

）
は
、

（38）
、

（39）
に
あ
る
よ
う
な
小
説
の
語
り
の
文

に
お
け
る
ル
形
と
タ
形
の
混
合
に
つ
い
て
「〈
か
た
り
〉
で
は
、
過
去
形
あ

る
い
は
相
対
的
時
間
副
詞
に
よ
る
本
来
的
＝
客
観
的
な
出
来
事
の
提
示
の

仕
方
と
、
非
過
去
形
あ
る
い
は
ダ
イ
ク
テ
ィ
ッ
ク
な
時
間
副
詞
を
使
用
し

た
転
移
的
な
出
来
事
の
提
示
の
仕
方
と
頻
繁
な
混
合
・
競
合
が
み
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
」
と
し
、
そ
こ
で
は
〈
物
語
世
界
外
か
ら
の
視
点
〉（
外
的
視

点
＝
過
去
形
、
相
対
的
時
間
副
詞
）
か
〈
物
語
世
界
内
か
ら
の
視
点
〉（
非

過
去
形
、
ダ
イ
ク
テ
ィ
ッ
ク
な
時
間
副
詞
）
か
の
対
立
が
前
面
に
出
る
と

主
張
す
る
。
工
藤
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
般
的
な
会
話
に
お
け
る
発
話

と
異
な
り
、
小
説
な
ど
に
現
れ
る
語
り
の
発
話
に
お
い
て
は
、
ル
形
と
タ

形
の
対
立
は
時
間
指
示
に
関
す
る
対
立
は
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
り
、
さ
ら
に
上
の

（33）
、

（34）
、

（35）
、

（36）
に
あ
る
よ
う
に
、
登
場
人
物

の
思
考
や
発
話
を
表
す
タ
イ
プ
の
発
話
に
お
い
て
も
多
く
は
ル
形
が
用
い

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
ル
形
は
物
語
の
外
か
ら
客
観
的
な
視
点

（
外
的
視
点
）
を
持
っ
て
語
る
語
り
手
に
属
す
る
発
話
で
は
な
く
、
物
語

世
界
の
中
に
視
点
（
内
的
視
点
）
を
持
つ
登
場
人
物
に
属
す
る
発
話
に
用

い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
語
の
場
合
、
語
り
の
文
中
の
同

じ
文
脈
で
動
詞
の
ル
形
と
タ
形
が
混
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
頻
繁
に
見
受

け
ら
れ
る
。
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ル
形
が
用
い
ら
れ
た
発
話
で
は
登
場

人
物
の
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
こ
と
か
ら
、
日
本
語
に
お
い

て
は
語
り
の
文
に
お
い
て
も
登
場
人
物
の
主
観
性
が
自
然
な
形
で
入
り
込

む
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

（38）
、

（39）
で

見
た
よ
う
に
、
タ
形
に
置
か
れ
た
発
話
中
に
は
必
ず
し
も
客
観
的
な
視
点

か
ら
物
語
を
語
る
語
り
手
の
視
点
だ
け
を
反
映
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い

発
話
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
日
本
語
に
お
い
て
は
、
多

く
の
発
話
が
語
り
手
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る

と
し
て
も
、
登
場
人
物
の
視
点
が
ベ
ー
ス
と
し
て
語
り
の
中
に
あ
り
、
フ

ラ
ン
ス
語
の
自
由
間
接
話
法
の
よ
う
な
特
殊
な
マ
ー
カ
ー
を
持
つ
い
わ
ば

特
別
な
ケ
ー
ス
だ
け
で
は
な
く
、
常
に
自
由
に
語
り
の
中
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
日
本
語
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
の
自
由
間
接
話
法
と
同
等
の
機

能
を
持
つ
と
言
え
る
タ
イ
プ
の
発
話
で
は
、
上
の

（33）
、

（34）
、

（35）
、

（36）
で
見

た
よ
う
に
、
ル
形
の
使
用
が
登
場
人
物
の
思
考
や
発
言
を
表
す
解
釈
の
ト

リ
ガ
ー
に
な
る
場
合
が
多
い
が
、
工
藤
（
同
上
：57

）
が
挙
げ
て
い
る
次

の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ル
形
と
タ
形
の
混
合
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
多

い
。

（40）　

暁
子
は
客
の
応
対
に
追
わ
れ
、
早
瀬
の
こ
と
も
、
花
田
の
こ
と

も
考
え
て
い
る
暇
は
な
か
っ
た
。
忙
し
い
こ
と
が
救
い
で
あ
っ

た
。
幸
い
、
仕
事
は
光
明
が
見
え
て
き
て
い
る
。
い
ま
自
分
は

こ
の
仕
事
に
打
ち
込
む
し
か
な
か
っ
た
。

（
工
藤 1993

：57

）

こ
の
例
で
は
、
ル
形
と
タ
形
の
混
合
だ
け
で
は
な
く
、
３
つ
目
の
発
話
に

お
い
て
、
タ
形
と
ダ
イ
ク
テ
ィ
ッ
ク
な
時
間
副
詞
（〝
い
ま
〞）
の
共
起
も
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見
ら
れ
る
。
工
藤
（
同
上
）
は
こ
こ
で
「
過
去
に
起
こ
っ
た
こ
と
と
し
て

の
出
来
事
で
あ
る
と
と
も
に
現
在
起
こ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
視
点
の
複

合
性
、
こ
の
二
重
の
複
合
性
こ
そ
小
説
の
地
の
文
の
特
質
と
言
え
よ
う
。」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
〝
視
点
の
複
合
性
〞
は
特
に

（40）
の
よ
う
な

自
由
間
接
話
法
の
発
話
に
顕
著
で
あ
る
が
、
上
で
論
じ
た
登
場
人
物
の
主

観
性
を
反
映
し
た
発
話
に
お
い
て
も
ル
形
の
発
話
と
タ
形
の
ど
ち
ら
も
が

用
い
ら
れ
得
る
こ
と
か
ら
、
日
本
語
に
お
い
て
は
自
由
間
接
話
法
と
語
り

の
文
の
間
の
境
界
線
は
曖
昧
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
1.3.
で
述
べ
た
よ

う
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
い
て
も
、
語
り
の
文
と
自
由
間
接
話
法
の
発
話

は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
と
区
別
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
場
合
も
あ
る

が
、
日
本
語
に
お
い
て
は
そ
の
区
別
は
よ
り
曖
昧
で
、
さ
ら
に
あ
る
発
話

が
ど
ち
ら
に
属
す
る
も
の
か
を
示
す
マ
ー
カ
ー
と
し
て
機
能
す
る
動
詞
の

形
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
山
岡
（2009 : 67
）
が
英
語
と
日

本
語
の
話
法
を
比
較
し
て
「
日
本
語
に
は
、
英
語
の
よ
う
な
代
名
詞
と
過

去
時
制
に
よ
る
時
空
間
的
距
離
を
有
す
る
客
観
的
な
間
接
話
法
（
思
考
）、

自
由
間
接
話
法
（
思
考
）
が
存
在
す
る
と
は
言
い
難
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。」
と
主
張
す
る
よ
う
に
、
上
記
の
フ
ラ
ン
ス
語
と
日
本
語
の
比
較
を

考
慮
に
入
れ
る
と
、
日
本
語
の
場
合
は
語
り
の
文
に
も
根
底
に
は
登
場
人

物
の
意
識
が
あ
る
た
め
、
登
場
人
物
の
主
観
は
よ
り
自
由
な
形
で
反
映
さ

れ
る
と
言
え
る
こ
と
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
自
由
間
接
話
法
と
完
全
に
同
等

な
話
法
は
日
本
語
に
は
存
在
し
な
い
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

2.2. 

日
本
語
に
お
け
る
語
り
の
声

　

1.2.
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
各
話
法
を
そ
れ
ぞ
れ
「
語
り
の
声
」
と

い
う
点
か
ら
考
察
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
日
本
語
の
各
話
法
に
つ
い
て
も

同
様
に
、
発
話
が
誰
に
帰
属
す
る
の
か
、
つ
ま
り
発
話
で
誰
の
声
が
表
さ

れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
か
ら
考
察
を
加
え
た
い
。

　

ま
ず
、

（28）
の
冒
頭
の
発
話
（「
明
日
か
ら
よ
ろ
し
く
ね
。」
と
彼
女
は

私
に
や
さ
し
く
言
う
と
（
…
））
に
現
れ
る
よ
う
な
被
伝
達
節
が
引
用
符

（「　

」）
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
典
型
的
な
タ
イ
プ
の
直
接
話
法
の
場

合
は
、
1.2.
で
観
察
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
直
接
話
法
の
場
合
と
同
じ
こ
と
が

言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
直
接
話
法
の
発
話
は

伝
達
節
と
被
伝
達
節
を
持
っ
て
お
り
、
伝
達
節
は
明
ら
か
に
語
り
手
に
属

し
、
被
伝
達
節
は
登
場
人
物
の
発
話
を
形
を
変
え
ず
語
り
手
が
再
現
、
引

用
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
の
登
場
人
物
に
帰
属
す
る
。

直
接
話
法
は
、
日
本
語
に
お
い
て
も
、
伝
達
節
で
は
語
り
手
の
声
を
、
被

伝
達
節
で
は
発
話
に
主
観
性
が
反
映
さ
れ
て
い
る
登
場
人
物
の
声
が
表
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
場
合
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に

（cf. 

（10）
）、
日
本
語
の
場
合
で
も
、
直
接
話
法
の
伝
達
節
が
省
略
さ
れ
て

い
て
被
伝
達
節
の
み
の
場
合
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
も
引
用
符
（「   

」）

が
あ
る
た
め
に
、
読
者
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
被
伝
達
節
で
あ
り
、
語
り
手

が
そ
の
ま
ま
の
形
で
引
用
し
た
登
場
人
物
の
発
言
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

明
白
で
あ
る
。

　

間
接
話
法
に
関
し
て
も
、

（29）
の
二
つ
目
の
発
話
（（
…
）
や
さ
し
い
英
会

話
を
練
習
さ
せ
て
く
れ
と
言
っ
て
い
た
。）
の
よ
う
な
典
型
的
な
タ
イ
プ
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の
場
合
、
伝
達
節
は
登
場
人
物
な
ど
第
三
者
の
発
言
や
思
考
の
内
容
を
大

ま
か
に
再
現
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
が
、
文
末
表
現
や
語
や
表
現
の
選

択
な
ど
は
語
り
手
に
託
さ
れ
て
お
り
、
発
話
全
体
は
語
り
手
に
帰
さ
れ
、

語
り
手
の
声
で
語
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
語
り
の
声
と
い
う
点
か
ら
、

日
本
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
間
接
話
法
は
同
様
の
特
性
を
持
つ
と
言
え
る
。

  

た
だ
し
、

（30）
、

（31）
、

（32）
で
示
し
た
よ
う
に
、
日
本
語
で
は
引
用
符
を
持

た
な
い
直
接
話
法
、
ま
た
は
形
式
的
に
は
間
接
話
法
に
近
い
直
接
話
法
の

変
異
体
と
も
言
え
る
発
話
が
容
易
に
見
出
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
典

型
的
な
直
接
話
法
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
第
三
者
の
発
言
や
思
考
を
そ

の
ま
ま
再
現
し
て
い
る
被
伝
達
節
と
語
り
手
に
帰
さ
れ
る
伝
達
節
の
間
に

明
白
な
境
界
を
置
く
引
用
符
の
鉤
括
弧
が
な
い
こ
と
か
ら
、
語
り
の
文
の

中
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
直
接
話
法
の
よ
う
に
、
形
式
的
に
明
瞭
な
方
法
で

伝
達
節
は
区
切
ら
れ
て
い
な
い
。
2.1.
で
述
べ
た
通
り
、
こ
の
種
の
発
話
を

見
る
と
、
日
本
語
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
あ
る
よ
う
な
間
接
話
法

と
直
接
話
法
の
間
の
形
式
上
の
明
ら
か
な
区
別
が
必
ず
し
も
求
め
ら
れ
な

い
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
の
場
合
発
話
に
結
び
つ
い
た
声
は
ど
の
意
識
主

体
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
日
本
語
と

フ
ラ
ン
ス
語
の
異
な
る
特
性
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

直
接
話
法
に
伴
う
引
用
符
は
、
日
本
語
に
元
々
存
在
し
て
い
る
も
の
で

は
な
く
、
近
代
小
説
の
時
代
に
な
っ
て
西
洋
文
学
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
山
岡
（2012

）
は
、
三
谷
（1994

）
を
引
用
し
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

　

古
典
文
学
の
古
写
本
な
ど
に
は
、「
会
話
文
を
指
示
す
る
記
号（
鉤

括
弧
「　

」）
な
ど
は
存
在
し
な
い
」
し
、
古
注
（
本
居
宣
長
以
前
の

諸
注
釈
書
類
）
な
ど
で
は
、「
傍
注
（
左
右
ル
ビ
）
や
頭
注
、
脚
注
な

ど
を
通
じ
て
会
話
文
や
そ
の
話
主
を
指
摘
し
て
い
る
」と
す
る
。（
…
）

こ
の
よ
う
に
、
古
典
文
学
で
は
、
言
説
全
体
が
、
物
語
世
界
の
現
場

で「
今
」ま
さ
に
知
覚
・
体
験
し
て
い
る
語
り
手
に
よ
り
直
接
語
ら
れ
、

「
会
話
文
」
で
あ
れ
、「
内
話
文
」
で
あ
れ
、
こ
の
語
り
手
の
意
識
に

支
配
、
包
摂
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。　

（
山
岡
（2012 : 71–72

）、
括
弧
内
は
山
岡
に
よ
る
三
谷
（1994

）

か
ら
の
引
用
）

山
岡
（
同
上
：74

）
は
ま
た
「
日
本
語
の
引
用
符
（
鉤
括
弧
「　

」）
は
、

も
と
も
と
、
近
代
以
前
の
日
本
文
学
に
は
存
在
せ
ず
、
発
話
内
容
・
思
考

内
容
は
、
引
用
符
を
付
け
ず
に
示
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
会
話
に

「
引
用
符
（「　

」）
を
明
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
の
は
、「
明
治
以
降
の

西
欧
化
に
よ
る
日
本
語
文
化
の
大
改
造
の
１
つ
に
よ
る
も
の
」
で
あ
る
。」

（
括
弧
内
は
丸
谷
（2004

）
か
ら
の
引
用
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
日
本
語
に
は
元
々
引
用
符
自
体
存
在
し
て
お
ら
ず
、
現
代
の
日
本
語

の
直
接
話
法
に
用
い
ら
れ
る
引
用
符
は
、
2.1.
で
引
用
し
た
山
岡
（2009

）

が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
直
接
的
発
話
ら
し
く
見
せ
る
」
た
め
の
オ
プ

シ
ョ
ン
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
語
と
異
な
り
、
日
本

語
で
は
引
用
符
で
区
切
ら
れ
て
い
な
い
直
接
話
法
、
ま
た
は
間
接
話
法
に

近
づ
い
た
形
の
直
接
話
法
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
上
の

（33）
か
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ら
（36）
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
自
由
間
接
話
法
と
同
等
と
み
な
せ
る
性
質
を
持
つ

話
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
日
本
語
で
は
語
り
手
に
帰
さ
れ

る
は
ず
の
語
り
の
文
の
中
に
登
場
人
物
と
い
う
別
の
意
識
主
体
の
発
話
や

思
考
が
自
然
な
形
で
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
日
本
語
の
伝
統
的
な
独
特
な
語
り
の
形
式
で
あ
り
、
明
治
以
降
に

西
洋
文
学
の
大
き
な
影
響
が
与
え
ら
れ
て
か
ら
も
受
け
継
が
れ
続
け
て
い

る
日
本
語
の
本
質
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
フ
ラ
ン
ス
語

で
あ
れ
ば
、
直
接
話
法
、
間
接
話
法
、
そ
し
て
自
由
間
接
話
法
に
お
い
て

何
ら
か
の
方
法
で
第
三
者
の
発
話
や
思
考
が
表
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ

の
話
法
が
用
い
ら
れ
た
発
話
は
そ
れ
独
自
の
マ
ー
カ
ー
を
持
ち
、
ほ
と
ん

ど
の
場
合
語
り
の
文
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る

5

が
、
日
本
語
で
は
語
り

手
ま
た
は
語
り
手
に
属
す
る
語
り
の
文
が
完
全
に
中
立
的
で
客
観
的
な
視

点
を
保
た
ず
、
そ
こ
に
登
場
人
物
な
ど
の
第
三
者
の
意
識
が
介
入
す
る
こ

と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
日
本
語
の
物
語
に
お
け
る
語

り
の
文
は
、
語
り
の
声
に
関
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
そ
れ
と
比
べ
て
柔
軟

で
あ
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
語
り
の
文
で
あ
っ
て
も
語
り
手
の
声
だ
け

で
な
く
そ
こ
に
自
然
に
登
場
人
物
の
声
が
重
な
る
こ
と
が
可
能
で
、
そ
こ

に
挿
入
さ
れ
る
各
話
法
の
発
話
も
含
め
て
形
式
上
の
規
則
が
緩
い
の
で
あ

る
。

　

廣
瀬
＆
長
谷
川
（2010

：160

）
は
、
英
語
と
日
本
語
の
根
本
的
な
違

い
と
し
て
「
英
語
は
公
的
自
己
中
心
で
、
無
標
の
表
現
で
も
伝
達
性
が
強

い
の
に
対
し
、
日
本
語
は
私
的
自
己
中
心
で
、
無
標
の
表
現
で
は
伝
達
性

が
弱
い
」
と
い
う
仮
説
を
提
案
し
て
い
る
。
田
原
（2011

）
で
は
、
主
に

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
テ
ク
ス
ト
中
で
用
い
ら
れ
る
直
示
表
現
を
通
し
て
フ
ラ

ン
ス
語
と
日
本
語
の
場
合
を
考
察
し
た
が
、
そ
の
考
察
を
通
し
て
、
フ
ラ

ン
ス
語
は
英
語
と
同
様
に
廣
瀬
＆
長
谷
川
の
言
う
「
公
的
自
己
中
心
」
的

な
言
語
で
あ
る
と
し
、「
私
的
自
己
中
心
」
的
な
日
本
語
と
は
そ
の
点
で

根
本
的
な
相
違
点
が
あ
る
と
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
廣
瀬
＆
長
谷

川
に
従
っ
て
、
日
本
語
は
私
的
自
己
中
心
的
な
言
語
で
あ
る
た
め
、
物
語

に
お
け
る
語
り
の
文
で
無
標
の
表
現
で
も
客
観
的
で
中
立
を
保
つ
語
り
手

の
声
の
み
を
反
映
す
る
の
で
は
な
く
、
登
場
人
物
の
主
観
性
が
反
映
さ
れ

る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
語
り
手
の
声
と
完
全

に
区
別
さ
れ
る
登
場
人
物
な
ど
の
第
三
者
の
声
が
表
さ
れ
る
時
に
、
フ
ラ

ン
ス
語
で
は
直
接
話
法
の
引
用
符
や
間
接
話
法
で
被
伝
達
節
を
導
くq

u
e

、

そ
し
て
自
由
間
接
話
法
に
独
特
の
表
現
な
ど
の
明
ら
か
な
マ
ー
カ
ー
が
そ

れ
を
示
し
、
語
り
手
の
声
と
の
境
界
を
な
す
が
、
日
本
語
で
は
元
々
の
特

性
に
私
的
自
己
中
心
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
三
者
の
声
の
マ
ー
カ
ー
が

な
く
と
も
語
り
の
文
の
中
に
そ
の
主
観
性
が
多
か
れ
少
な
か
れ
反
映
さ
れ

得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
2.1.
で
引
用
し
た
工
藤
（1993

）
の
言
う
「
視

点
の
複
合
性
」
が
生
ま
れ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
日
本
語
で
も
物
語
に
お
い
て
登
場
人
物
の
視
点
か
ら
完
全

に
切
り
離
さ
れ
た
客
観
性
を
保
つ
語
り
の
文
は
存
在
す
る
。
田
原（2011

）

で
考
察
し
た
よ
う
に
、
日
本
語
が
元
来
私
的
表
現
と
結
び
つ
い
た
言
語
で

あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、
自
由
間
接
話
法
な
ど
の
私
的
自
己
中
心
的

な
表
現
が
独
自
の
マ
ー
カ
ー
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
語
の
場
合
と
逆
に
、
語
り

の
文
に
お
い
て
は
動
詞
の
タ
形
が
公
的
表
現
で
あ
る
こ
と
の
マ
ー
カ
ー
に
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な
り
、
つ
ま
り
物
語
で
は
中
立
的
な
視
点
を
持
つ
語
り
手
の
声
だ
け
が
読

者
に
届
く
こ
と
を
読
者
に
認
識
さ
せ
る
役
割
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
次
の
例
の
イ
タ
リ
ッ
ク
の
発
話
の
よ
う
に
、
そ
の

内
容
が
登
場
人
物
の
知
識
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
よ
う
な
場
合
も
、
物
語

世
界
の
外
に
身
を
置
く
全
知
の
語
り
手
の
声
の
み
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の

は
明
ら
か
で
あ
る
。

（41）　

室
町
院
長
は
加
藤
課
長
を
見
つ
め
た
。
隣
で
ふ
た
り
の
様
子
を

見
つ
め
る
今
中
は
内
心
こ
っ
そ
り
考
え
る
。
赤
鬼
対
赤
鼻
、
か
。

常
識
的
に
は
勝
敗
は
考
え
る
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
宴
会
は
非

常
識
な
場
だ
か
ら
な
あ
。

　

 

　
今
中
は
心
中
で
笑
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
後
に
今
中
を
も
巻

き
込
む
、
赤
鼻
赤
鬼
大
戦
争
の
発
端
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
、

こ
の
時
の
今
中
は
気
づ
く
由
も
な
か
っ
た
。

（
海
堂
尊
『
極
北
ク
レ
ー
マ
ー
』、
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者
に
よ
る
）

こ
の
例
の
最
後
の
発
話
は
、
そ
の
内
容
か
ら
、
今
中
と
い
う
登
場
人
物
の

い
る
物
語
世
界
を
超
越
し
、
全
知
の
語
り
手
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
読
者

に
と
っ
て
明
白
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
登
場
人
物
の
主
観
は
一
切

介
入
し
て
い
な
い
と
解
釈
さ
れ
る
。

　

以
上
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
日
本
語
の
物
語
の
発
話
の
主
観
性
（
ま
た

は
客
観
性
）
の
度
合
い
も
、
常
に
語
り
手
の
主
観
と
登
場
人
物
の
主
観
が

重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
手
段
に
よ
っ
て
、
完
全

に
客
観
的
な
語
り
手
に
属
す
る
も
の
、
語
り
手
に
属
す
る
語
り
の
文
に
登

場
人
物
の
声
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
、
登
場
人
物
の
発
話
や
思
考

の
み
が
直
接
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
変
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
結
果
的
に
は
、
語
り
の
声
は
発
話
者
で
あ
る
作
者
の
意
図
に
よ

っ
て
操
作
可
能
で
あ
る
の
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
場
合
と
同
様
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
語
と
の
類
似
点
は
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
や
は
り
日
本
語
は
そ
の
元
来
の
特
性
か
ら
、
中
立
的
な
語
り
手

が
想
定
さ
れ
る
語
り
の
文
で
あ
っ
て
も
、
常
に
登
場
人
物
な
ど
あ
る
意
識

主
体
の
主
観
性
つ
ま
り
声
が
、
明
ら
か
な
マ
ー
カ
ー
が
な
く
語
り
手
の
声

と
登
場
人
物
の
声
の
間
に
形
式
的
な
境
界
が
作
ら
れ
な
く
て
も
、
現
れ
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

（42）　

し
か
し
同
時
に
、
な
ぜ
自
分
が
そ
の
時
期
、
そ
れ
ほ
ど
ぎ
り
ぎ

り
の
と
こ
ろ
ま
で
死
に
近
づ
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、

そ
の
理
由
も
つ
く
る
に
は
本
当
に
理
解
で
き
て
い
な
い
。
具
体

的
な
き
っ
か
け
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
死
へ
の
憧
憬
が
な
ぜ
そ
こ

ま
で
強
力
な
力
を
持
ち
、
自
分
を
半
年
近
く
包
み
込
め
た
の
だ

ろ
う
？

 

（
村
上
春
樹
『
色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、
彼
の
巡
礼

の
年
』）

（43）　
N
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（43）
は

（42）
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
で
あ
る
。
ま
ず

（42）
の
日
本
語
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
文
章
を
観
察
し
よ
う
。
一
つ
目
の
発
話
は
、
伝
達
節
と
被
伝
達
節
を

持
つ
間
接
話
法
で
あ
る
が
、
伝
達
節
と
被
伝
達
節
の
間
に
あ
る
句
読
点

（
…
…
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
も
〜
）
が
被
伝
達
節

に
多
少
自
立
性
を
与
え
て
お
り
、
こ
こ
ま
で
読
ん
だ
読
者
に
は
主
人
公
つ

く
る
の
思
考
が
完
全
に
語
り
手
が
客
観
的
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
で
は
な

く
、
つ
く
る
の
視
点
か
ら
直
接
表
現
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
被
伝
達
節
で
は
三
人
称
主
語
の
「
彼
」
で

は
な
く
、
再
帰
代
名
詞
「
自
分
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
こ
の
発
話

の
主
人
公
の
主
観
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
性
質
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
二
つ

目
の
発
話
は
伝
達
節
を
持
た
ず
、
主
人
公
の
思
考
を
語
り
手
の
声
を
介
さ

ず
直
接
読
者
に
提
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
一
つ
目
の
発
話
と
同
様
に
動

詞
の
ル
形
と
再
帰
代
名
詞
「
自
分
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
例
に
お

い
て
も
、
日
本
語
の
話
法
は
形
式
的
な
規
則
の
縛
り
が
弱
く
、
異
な
る
意

識
主
体
の
主
観
か
ら
発
せ
ら
れ
た
発
話
や
思
考
が
明
白
な
マ
ー
カ
ー
な
し

で
自
然
に
溶
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
語
訳
の

（43）
で
は
、
日
本
語
の
原
文
に
お
け
る
一
つ
目
の
発
話

は
自
由
間
接
話
法
の
発
話
と
語
り
の
文
の
二
つ
の
発
話
に
分
け
て
訳
さ
れ

て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
主
人
公
の
主
観
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
前
半
の

部
分
は
自
由
間
接
話
法
に
さ
れ
、
こ
の
発
話
の
持
つ
自
由
間
接
話
法
の
マ

ー
カ
ー
（
三
人
称
主
語
代
名
詞
、
大
過
去
、
疑
問
構
文
、
伝
達
節
の
不

在
）
に
よ
り
読
者
は
そ
れ
と
認
識
で
き
る
。
後
半
の
部
分
は
語
り
手
に
よ

る
語
り
の
文
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
日
本
語
の
原
文
の
一
つ
目
の
発
話
が
フ

ラ
ン
ス
語
で
は
自
由
間
接
話
法
と
語
り
の
文
と
い
う
語
り
の
声
の
レ
ベ
ル

で
異
な
る
性
質
を
持
つ
２
つ
の
発
話
に
分
け
て
訳
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て

も
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
比
べ
て
、
日
本
語
は
異
な
る
話
法
ま
た
は
異
な
る
語

り
の
声
の
間
の
境
界
線
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
最
後
の
発

話
は
日
本
語
の
原
文
の
性
質
を
反
映
し
、
物
語
の
主
人
公
の
思
考
を
直
接

表
す
自
由
間
接
話
法
に
訳
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
自
由
間
接
話
法
に
間
接

話
法
独
特
の
マ
ー
カ
ー
（
大
過
去
、
三
人
称
主
語
代
名
詞
、
疑
問
構
文
）

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

日
本
語
の
文
章
で
あ
る

（42）
と
そ
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
の

（43）
を
比
較
し
て
も

分
か
る
よ
う
に
、
言
語
が
本
質
的
に
持
つ
主
観
性
の
表
現
に
関
わ
る
特
性

に
関
し
て
、
日
本
語
は
フ
ラ
ン
ス
語
に
比
べ
て
柔
軟
で
あ
り
、
異
な
る
主

観
を
時
に
は
複
数
の
主
観
を
重
ね
て
表
す
こ
と
の
で
き
る
言
語
で
あ
る
と

言
え
る
。
物
語
の
語
り
に
お
け
る
語
り
の
声
に
関
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
語

で
は
一
般
的
に
は
語
り
手
の
声
が
物
語
全
体
を
支
配
し
、
他
の
意
識
主
体

の
声
が
現
れ
る
際
に
は
そ
れ
を
明
示
す
る
マ
ー
カ
ー
が
必
要
で
あ
る
が
、
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日
本
語
で
は
明
ら
か
な
マ
ー
カ
ー
が
な
し
で
も
基
盤
に
あ
る
語
り
手
の
声

に
登
場
人
物
の
声
が
重
な
っ
た
り
、
明
瞭
な
境
界
を
示
さ
ず
自
然
な
形
で

一
時
的
に
登
場
人
物
の
声
の
み
が
現
れ
た
り
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
日
本
語
の
話
法
の
考
察
を
中
心
に
据
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
に
お
け
る
各
話
法
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
対

照
研
究
を
試
み
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
各
言
語
の
主
観
性
に

関
わ
る
表
現
方
法
の
特
性
に
迫
っ
た
。
こ
の
対
照
研
究
を
通
し
て
、
少
な

く
と
も
話
法
に
関
し
て
は
、
日
本
語
の
場
合
は
統
語
的
な
縛
り
が
非
常
に

弱
く
、
形
式
的
な
柔
軟
性
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
語
に
比
べ
て
明
確
な
マ
ー
カ
ー
が
な
い
た
め
、
特
に
日
本
語
の

自
由
間
接
話
法
で
は
、
そ
の
解
釈
が
語
用
論
的
要
素
に
依
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
今
後
の
研
究
で
は
、
話
法
に
限
ら
ず
発
話
が

異
な
る
意
識
主
体
の
主
観
性
を
反
映
し
て
い
る
ケ
ー
ス
を
さ
ら
な
る
考
察

対
象
と
し
、
日
本
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
両
言
語
の
主
観
性
の
表
現
の
仕
方

に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
き
た
い
。
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註1 

自
由
間
接
話
法
は
主
に
小
説
を
は
じ
め
と
す
る
書
き
言
葉
に
用
い
ら

れ
る
が
、
次
の
例
の
よ
う
に
、
話
し
言
葉
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

得
る
。

 
A

 : A
lo
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 ch

ef t’a d
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B

 : M
o

n
 p

ro
jet n

’éta
it p

a
s a

ssez
 p

récis et je d
eva

is 
l’a

m
éliorer.  

2 

内
的
独
白
は
、
ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者W

illiam
 Jam

es

が1880

年
代
に
最
初
に
用
い
た
心
理
学
的
概
念
〝
意
識
の
流
れ
（stream

 o
f 

co
n
scio

u
sn

ess

）〞が
そ
の
後
文
学
の
世
界
に
転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

内
的
独
白
はE

d
o
u
ard

 D
u
jard

in

に
よ
っ
て
初
め
て
用
い
ら
れ
た
と

さ
れ
、
こ
の
手
法
を
用
い
た
代
表
的
な
作
品
に
はJam

es Jo
yce

の
『
ユ

リ
シ
ー
ズ
』、V

irgin
ia W

o
lf

の
『
灯
台
へ
』
な
ど
が
あ
る
。

3 

直
接
話
法
の
被
伝
達
節
で
も
、
次
の
例
の
よ
う
に
、
実
際
に
用
い
ら

れ
た
発
言
ま
た
は
思
考
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
て
い
る
と
は
み
な
す
こ
と

の
出
来
な
い
例
も
あ
る
。

　

夕
方
に
な
っ
て
、
も
う
一
度
こ
ち
ら
か
ら
電
話
を
か
け
て
み
よ

う
か
と
つ
く
る
は
思
っ
た
。
し
か
し
思
い
直
し
て
や
め
た
。
み
ん

な
本
当
は
家
に
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
電
話
に
出
た
く

な
か
っ
た
の
で
、
居
留
守
を
使
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
家
族
に

「
も
し
多
崎
つ
く
る
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
自
分
は
い
な
い
と
言
っ

て
お
い
て
」
と
頼
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
。

（
村
上
春
樹
、『
色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、
彼
の
巡
礼

の
年
』）

 
　

傍
線
部
の
発
話
は
、
主
人
公
多
崎
つ
く
る
の
思
考
を
表
し
て
お
り
、

物
語
世
界
で
実
際
に
起
き
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
出
来
事
を
描
く
地
の

文
で
は
な
い
。
主
人
公
が
考
え
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

直
接
話
法
の
引
用
符
に
入
っ
て
い
る
被
伝
達
節
（「
も
し
多
崎
つ
く
る
か
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ら
電
話
が
あ
っ
た
ら
、
自
分
は
い
な
い
と
言
っ
て
お
い
て
」）
が
登
場
人

物
の
う
ち
の
誰
か
の
実
際
の
発
話
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
再
現
し
た
も
の

で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
同
発
話
の
文
末
に
あ
る
つ
く
る
の
心

的
態
度
を
示
す
モ
ー
ダ
ル
な
表
現
「
か
も
し
れ
な
い
」
の
存
在
も
そ
れ

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

4 
工
藤
（1993

：55

）
は
日
本
語
の
小
説
の
地
の
文
に
お
け
る
こ
の
種

の
発
話
を
内
的
発
話
と
呼
び
、
そ
れ
は
「
過
去
形
を
非
過
去
形
に
、
相

対
的
時
間
副
詞
を
ダ
イ
ク
テ
ィ
ッ
ク
な
時
間
副
詞
に
か
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
語
り
手
の
視
点
か
ら
の
客
観
的
＝
外
的
視
点
と
作
中
人
物
の
視
点

か
ら
の
主
観
的
＝
内
的
視
点
の
二
重
化
を
行
う
わ
け
で
あ
る
」と
し
、「
こ

の
よ
う
な
二
重
視
点
化
に
よ
っ
て
、
地
の
文
に
お
け
る
〈
外
的
世
界
の

報
告
・
記
述
部
分
〉
と
〈
作
中
人
物
の
内
的
独
白
部
分
〉
と
は
融
合
さ
れ

て
く
る
わ
け
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

5 

実
際
に
は
、B

an
fi
eld

 (1995 : 324)

が
挙
げ
た
次
の
例
の
２
つ
目

の
発
話
の
よ
う
に
、
そ
れ
が
自
由
間
接
話
法
の
発
話
で
あ
る
か
語
り
の

文
で
あ
る
か
の
判
断
が
明
ら
か
に
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
。

Il (=
F
ré

d
é
ric) s’y

 m
o
n
tra g

ai. M
m

e
 A

rn
o
u
x
 é

tait 
m

ain
ten

an
t p

rès d
e sa m

ère à C
h
artres. M

a
is il la

 re-
trou

vera
it bien

tôt, et fi
n

ira
it pa

r être son
 a

m
a

n
t. 

(F
la

u
b

e
rt, L’E

d
u

ca
tio

n
 sen

tim
en

ta
le, cité

 p
a
r 

B
an

fi
eld

, 1995 : 324

、
括
弧
は
筆
者
に
よ
る)

  　

R
eb

o
u
l

（1992

）
は
、B

an
fi
eld

（1995

）
の
こ
の
例
に
関
し
て
、

こ
の
発
話
が
物
語
中
に
現
れ
た
時
点
で
は
登
場
人
物
の
思
考
を
表
す
の
か
、

物
語
の
続
き
で
起
こ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
語
り
手
が
予
告
し
て
い
る
の

か
判
断
す
る
た
め
の
十
分
な
情
報
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
物
語
の
中

で
主
人
公Fréd

éric

は
結
局M

ad
am

e A
rn

o
u
x

を
自
分
の
も
の
に
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
ま
で
、
こ
の
発
話
の
内
容
がFréd

éric

の

妄
想
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
、
つ
ま
りFréd

éric

の
思
考
を
表
す
自
由

間
接
話
法
で
あ
る
こ
と
は
確
信
で
き
な
い
の
で
あ
る
。




